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日
本
演
出
者
協
会
の
新
体
制
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
和
田
事
務
局
長
と
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
「
世
代
交
代
と
日
本
演
劇

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立
へ
向
け
て
確

実
に
前
進
」
さ
せ
ま
す
。

　

私
が
入
会
し
た
の
は
１
９
９
０
年
43

歳
、
文
化
庁
在
外
研
修
が
目
的
で
し
た
。

　
「
演
出
家
協
会
で
は
な
く
演
出
『
者
』

協
会
と
い
う
名
前
に
拘
っ
た
の
は
初
代

理
事
長
の
村
山
知
義
と
千
田
是
也
理
事

長
だ
っ
た
」
と
入
会
時
に
聞
き
ま
し
た
。

地
方
の
演
劇
人
や
高
校
演
劇
の
先
生
も

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
主
宰
も
「
誰
で
も
入

会
出
来
る
個
人
加
盟
の
自
由
な
協
会
」

な
の
で
す
。

　

今
や
、
三
世
代
同
居
の
理
想
の
協
会

と
な
り
ま
し
た
。
異
世
代
交
流
こ
そ
演

劇
の
原
点
で
す
。

　

和
田
さ
ん
が
事
務
局
長
↓
理
事
長
時

代
の
20
年
間
、
文
化
庁
の
助
成
を
得
て

「
演
劇
大
学
」、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」、「
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
4
事

業
を
軸
に
し
て
、
協
会
事
業
を
全
国
へ

拡
大
、
２
０
１
３
年
一
般
社
団
法
人
と

な
り
ま
し
た
。
協
会
は
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
全
国
の
演
劇
人
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
行
き
ま

す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
巷
に
漂
う
戦
前
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
光
景
に
慄
然
と
し
ま
す
。
核

の
脅
威
を
煽
り
、
改
憲
を
市
民
に
迫
り
、

立
憲
主
義
、
民
主
主
義
は
破
壊
さ
れ
、

息
苦
し
さ
が
渦
巻
く
全
体
主
義
の
時
代

で
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
演
劇
に
何
が
出
来
る

か
？　

が
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
劇
は
ヒ
ト
（
私
）
と
ヒ
ト
（
他
者
）

を
繋
ぐ
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

ど
ん
な
困
難
な
時
代
で
も
、
舞
台
芸

術
家
は
「
い
ま
・
こ
こ
」
か
ら
自
由
な

カ
ラ
ダ
と
コ
ト
バ
を
つ
か
っ
て「
世
界
」

に
発
信
す
る
し
か
な
い
の
で
す
か
ら
。

　

モ
チ
ロ
ン
、
わ
た
し
は
70
歳
の
「
漂

泊
の
演
出
家
」
と
し
て
１
年
の
う
ち
２

～
３
か
月
、
ア
ジ
ア
を
、
列
島
の
縁
を
、

世
界
を
「
旅
す
る
日
常
」
は
、
変
え
ま

せ
ん
。

　

が
、
や
れ
る
こ
と
は
キ
ッ
チ
リ
や
り

ま
す
よ
。
何
処
か
で
み
な
さ
ん
に
会
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。
ゆ
っ
く
り
、
芝
居

の
話
を
し
ま
し
ょ
う
ね
。

　

わ
た
し
た
ち
は
次
の
仕
事
を
や
り
ま

す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

世
代
交
代
に
向
け
た
新
組
織 

↓ 

全

国
の
会
員
が
参
加
・
協
働
出
来
る
部

会
活
動
！

育
成
・
普
及
・
教
育
・
国
際
・
広
報

な
ど
各
事
業
部
の
事
業
の
再
点
検
と

拡
充
の
部
会
活
動

演
劇
教
科
書
を
考
え
る
会 

↓ 

教
科

書
つ
く
り

公
共
劇
場
と
の
提
携
事
業
　
　

俳
優
養
成
事
業
　
　

日
本
演
劇
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立

準
備
会
へ
向
け
た
具
体
的
な
推
進
活

動

　
「
夢
の
企
画
」
を
持
っ
て
ふ
ら
り
と

芸
能
花
伝
舎
へ
。
協
会
活
動
に
積
極
的

に
参
加
＝
協
働
し
て
く
だ
さ
い
。
オ
モ

シ
ロ
い
で
す
よ
。
待
っ
て
ま
す
！

●●●●●●

新
理
事
長
就
任
挨
拶

前
へ
進
み
ま
し
ょ
う
。

流
山
児
祥　
２
０
１
７
年
10
月

演
劇
大
学
部
／
小
林
七
緒

演
劇
大
学
は
地
域
発
信
型
の
事
業
で
す
。

仲
間
を
集
め
、
何
が
で
き
る
か
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
門
戸
は
広
く
、
志
は
高
く
、

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

国
際
部
／
佐
川
大
輔

若
輩
者
ゆ
え
、
皆
様

の
意
見
を
オ
ー
プ
ン

に
取
り
入
れ
つ
つ
、

部
員
も
、
協
会
も
、

演
劇
界
も
、W

IN
-

W
IN

に
な
る
国
際

部
活
動
を
目
指
し
ま

す
。

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
／
西
沢
栄
治

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
は
大
事
な
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
自
分
を
若
手
と
思
う
な

ら
誰
で
も
応
募
可
能
。
協
会
員
は
と
に
か

く
一
度
観
に
来
て
！

広
報
部
／
秋
葉
由
美
子

協
会
誌
『
Ｄ
』
や

Facebook

ペ
ー
ジ

を
も
っ
と
盛
り
上
げ

た
い
！　

協
会
員
の

交
流
の
場
を
作
り
た

い
！　

皆
さ
ん
の

「
声
」
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

新
事
業
企
画
部
／
鵜
山
仁

集
中
と
拡
散
、
独
立
と
協
調
、
創
造
現
場

と
観
客
席
…
…
を
右
往
左
往
し
な
が
ら
何

と
か
み
ん
な
の
役
に
立
つ
「
新
事
業
」
が

実
現
で
き
れ
ば
と
…
…
。

演
劇
セ
ン
タ
ー
推
進
部
／
西
川
信
廣

日
本
の
現
代
劇
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

世
界
中
か
ら
来
日
し
た
人
々
に
、
現
代
劇

情
報
が
す
べ
て
手
に
入
る
セ
ン
タ
ー
を
一

日
で
も
早
く
実
現
し
た
い
。

法
務
部
／
藤
間
健

舞
台
を
創
作
・
上
演

す
る
際
、
法
律
の
知

識
が
、
お
客
様
と
仲

間
達
、
そ
し
て
自
分

を
守
る
た
め
に
、
役

に
立
つ
情
報
を
皆
様

と
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
委
員
／
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ

「
出
会
う
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
演
劇
に
し
か

で
き
な
い
日
韓
交
流
の
形
が
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。
両
国
の
平
和
と
未
来
の
た
め
に

「
出
会
い
」
続
け
る
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
大
西
一
郎

あ
の
日
か
ら
６
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
が

未
だ
に
多
く
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
で

す
。
こ
こ
で
今
、
何
が
出
来
る
か
考
え
る

場
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
劇
案
内
／
遠
藤
栄
蔵

会
員
の
演
出
作
品
を

会
員
に
紹
介
・
招
待

し
て
い
ま
す
。
観
劇

案
内
で
新
た
な
出
会

い
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
。
全
国
か
ら
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
日
本
の
戯
曲
研
修
部
、
教
育
出
版

部
、
事
務
局
も
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
協
会
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
※　

理
事
兼
任
者
の
顔
写
真
は
左
頁
に
あ
り
）

　

各
事
業
部　

事
業
部
長
紹
介

特
集　

協
会
新
体
制
へ
！

２
０
１
７
年
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
総
会
に
て
理
事
改
選
選
挙
が
行
わ
れ
、

９
月
よ
り
新
体
制
と
な
っ
た
日
本
演
出
者
協
会
。

流
山
児
新
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
た
新
理
事
の
皆
様
、
そ
し
て
協
会
員
の
代
表
と
し
て

事
業
を
遂
行
し
て
い
く
各
事
業
部
長
の
皆
様
を
意
気
込
み
と
共
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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僕は縦にも横にもつなぎ役の
つもりです。縦は戦後新劇か
らの流れ。横は他分野とのつ
ながり。ぼくは接着剤のつも
りです。

理事　ふじたあさや

便利な世の中だからこそ、足
で地域と中央を繋いでいく。
そ ん な 理 事 を 目 指 し ま す。
だって芝居も劇場で観てナン
ボですから。

理事　はせひろいち

九州拠点の地方理事として、
「事業を通した九州地区の連
携」と「アジア演劇の国際交
流企画」を主軸として役割を
果たしたいです。

理事　山田恵理香

新理事紹介
2017 年 9 月 1日付

演劇を社会に認知してもらう
方法を探ることと、協会の運
営が存続できる体制づくりに
貢献することを、主に考えて
います。

副理事長　坂手洋二

新理事長・流山児氏のもと、
新しい体制のみなさんと共
に、活力ある演出者協会とし
て活動していきたいと思いま
す。

副理事長　宮田慶子

穏やかな和田理事長から、ア
グレッシブな流山児理事長
へ。前のめりになりすぎない
よう、皆さんへの通訳と調整
役を頑張ります。

常務理事　小林七緒

引き続き常務理事を務めさせ
て頂きます。新理事長の下、
更に機動的に協会の様々な事
業が前進するように努めたい
と思います。

常務理事　大西一郎

演劇が豊かである為には、人
の心が豊かでなくてはならな
い。そんな豊かな世の中を目
指して日本中の演劇人達と繋
がっていきたい。

常務理事　シライケイタ

日澤雄介です。劇団チョコ
レートケーキで主宰・演出を
してます。流山児新体制のも
と、微力ながら尽力したいと
思っております。

常務理事　日澤雄介

中堅として、各世代をつなげ
ていければと思います。花伝
舎の事務局をみんなの溜まり
場にしちゃいましょう。

常務理事　西沢栄治

社会に物申す開かれた演劇を
目指して、より多くの他者と
濃密な関係を演劇が築けるよ
うに、微力ながらも働いて行
こうと思います。

常務理事　松本祐子

被災した我らを救ったのは、
世界中の方々と出会わせ続け
る演劇の力。地方と東京と世
界と世界とを繋いでいく仕事
をしていきます。

理事　佐藤茂紀

新理事長を支えて、微力なが
らがんばりたいと思います。
それにしても、和田理事長、
長い間お疲れさまでした。

理事　鴻上尚史

大役をいただき恐縮です。こ
の演劇界がよりいっそう風通
しの良い場所になるよう、市
民目線に立って考えて行きた
いと思います。

理事　扇田拓也

要は演劇の発信力を高めるた
めに何ができるか？　劇団目
線で、一演出者として、また
協会的にと、課題は重層的で
す。

理事　鵜山仁

全国各地にさまざまな演劇が
そこに住む人と共にある。そ
の実現のために新たな小劇場
を創る運動を始めたいと思っ
ています。

理事・事務局長　和田喜夫

関西ブロック編集での「関西
戦後演劇史」を演出者協会発
行で今年度出版する予定。協
会全体の作業と共に、張り
切って行きます。

理事　菊川徳之助

前理事長の和田喜夫さんの推
薦で就任しました。演劇大学
部と教育出版部に所属しま
す。新参者ですが、精一杯頑
張ります。

理事　成井豊

協会員の皆さんにとって、創
作活動の糧になるような学び
の場を企画し、また協会員相
互の交流を促進していきたい
と考えています。

理事　田中孝弥

演劇を取り巻く状況は相変わ
らず厳しい。しかし、ピンチ
はチャンス。前を見て流山児
新理事長と共に乗り切ってい
きたい。

理事　西川信廣
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理
事
・
役
員
一
覧

　
　
　
　
　
　

【
理
事
長
】
流
山
児
祥

【
副
理
事
長
】
坂
手
洋
二
、
宮
田
慶
子

【
常
務
理
事
】
大
西
一
郎
、
小
林
七
緒
、

シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
、
西
沢
栄
治
、

日
澤
雄
介
、
松
本
祐
子

【
理
事
・
事
務
局
長
】
和
田
喜
夫

【
理
事
】
鵜
山
仁
、
菊
川
徳
之
助
、

鴻
上
尚
史
、
佐
藤
茂
紀
、
扇
田
拓
也
、

田
中
孝
弥
、
成
井
豊
、
西
川
信
廣
、

は
せ
ひ
ろ
い
ち
、
ふ
じ
た
あ
さ
や
、

山
田
恵
理
香

【
監
事
】
外
波
山
文
明
、
福
田
悦
雄

【
評
議
員
】
瓜
生
正
美
、
貝
山
武
久
、

栗
山
民
也
、
中
村
哮
夫
、
福
田
善
之

事
業
担
当
一
覧

１
．
演
劇
大
学
部

【
部
長
】
小
林
七
緒
〈
北
海
道
〉
斉
藤
歩

〈
北
陸
〉
井
上
ほ
ー
り
ん
、
黒
田
百
合

〈
東
北
〉
佐
藤
茂
紀
、高
橋
純
、新
田
満
、

吹
雪
ビ
ュ
ン
〈
関
東
〉
ス
ズ
キ
拓
朗
、

土
田
英
生
、
成
井
豊
、
西
垣
耕
造
、
日

澤
雄
介
〈
東
海
〉
鹿
目
由
紀
、
は
せ
ひ

ろ
い
ち
、平
塚
直
隆〈
関
西
〉岩
崎
正
裕
、

木
嶋
茂
雄
、
高
橋
恵
〈
四
国
〉
岡
田
敬

弘
、
吉
本
ち
か
子
〈
九
州
〉
大
場
久
路
、

木
村
佳
南
子
、
清
末
典
子
、
田
坂
哲
郎
、

山
下
キ
ス
コ
、
山
田
恵
理
香

西
一
郎〈
関
東
〉桒
原
秀
一
、篠
﨑
光
正
、

藤
間
健
、
三
谷
麻
里
子
、
緑
川
憲
仁

６
．
教
育
出
版
部

〈
関
東
〉
坂
手
洋
二
、
佐
々
木
治
己
、

篠
﨑
光
正
、篠
本
賢
一
、外
波
山
文
明
、

成
井
豊
、日
澤
雄
介
、ふ
じ
た
あ
さ
や
、

松
本
祐
子

７
．
新
事
業
企
画
部

【
部
長
】
鵜
山
仁
〈
関
東
〉
宮
田
慶
子

８
．
演
劇
セ
ン
タ
ー
推
進
部

【
部
長
】西
川
信
廣〈
関
東
〉鴻
上
尚
史
、

坂
手
洋
二
、
外
波
山
文
明
、
中
屋
敷
法

仁
、
流
山
児
祥
〈
関
西
〉
わ
か
ぎ
ゑ
ふ

９
．
法
務
部

【
部
長
】
藤
間
健
〈
関
東
〉
鵜
山
仁
、

小
林
七
緒
、
西
川
信
廣

10
．
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
委
員

【
部
長
】
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
〈
関
東
〉
ス

ズ
キ
拓
朗
、
村
井
雄

11
．
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
部
長
】大
西
一
郎〈
東
北
〉伊
藤
み
弥
、

こ
む
ろ
こ
う
じ
、
坂
田
裕
一
、
佐
藤
茂

紀
、
渡
部
ギ
ュ
ウ
〈
関
東
〉
菅
野
直
子

12
．
観
劇
案
内

【
部
長
】
遠
藤
栄
蔵
〈
東
海
〉
金
子
康

雄
〈
関
西
〉
木
嶋
茂
雄

13
．
事
務
局

〈
本
部
〉
秋
葉
舞
滝
子
、
荒
川
貴
代
、

上
田
郁
子
、
清
水
直
子
〈
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
〉
金
子
康
雄
〈
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
〉
秋

山
太
加
、
井
ノ
上
淳
、
木
嶋
茂
雄
、
田

中
孝
弥

２
．
国
際
部

【
部
長
】
佐
川
大
輔
【
事
務
担
当
】
前

嶋
の
の
【
担
当
理
事
】
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ

〈
北
海
道
〉
前
田
透
〈
北
陸
〉
岡
井
直

道
〈
関
東
〉
柏
木
俊
彦
、
公
家
義
徳
、

坂
手
洋
二
、佐
々
木
治
己
、篠
本
賢
一
、

杉
山
剛
志
、
扇
田
拓
也
、
林
英
樹
、
広

田
豹
、
眞
鍋
卓
嗣
、
山
上
優
〈
東
海
〉

小
熊
ヒ
デ
ジ
、
前
川
達
次
郎
、
丸
知
亜

矢
〈
関
西
〉
今
泉
お
さ
む
、
坂
手
日
登

美
、
島
守
辰
明
、
全
リ
ン
ダ
、
田
中
孝

弥
、〈
九
州
〉
石
田
聖
也
、
五
味
伸
之
、

山
田
恵
理
香
、
山
下
キ
ス
コ

３
．
日
本
の
戯
曲
研
修
部　

〈
北
海
道
〉
田
中
春
彦
〈
東
北
〉
大
河

原
準
介
、
渡
部
ギ
ュ
ウ
〈
関
東
〉
川
口

典
成
、
黒
川
逸
朗
、
黒
澤
世
莉
、
坂
手

洋
二
、
篠
本
賢
一
、
外
波
山
文
明
、
中

村
哮
夫
、
林
英
樹
、
日
澤
雄
介
、
松
森

望
宏
、
丸
尾
聡
〈
東
海
〉
岡
田
一
彦
、

菊
本
健
郎
、
齋
藤
敏
明
、
は
せ
ひ
ろ
い

ち
〈
関
西
〉
井
之
上
淳
、
笠
井
友
仁
、

金
子
順
子
、菊
川
徳
之
助
、木
嶋
茂
雄
、

田
中
孝
弥
、
棚
瀬
美
幸
、
椋
平
淳
、
森

本
景
文
、
山
口
浩
章
〈
九
州
〉
山
田
恵

理
香
、
山
南
純
平

４
．
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

【
部
長
】
西
沢
栄
治
【
制
作
担
当
】
三

村
里
奈
〈
関
東
〉
大
西
一
郎
、
扇
田
拓

也５
．
広
報
部

【
部
長
】
秋
葉
由
美
子
【
担
当
理
事
】
大

一
般
社
団
法
人 

日
本
演
出
者
協
会 

事
業
担
当
者
名
簿　
２
０
１
７
年
11
月
１
日
現
在

　
毎
年
、
1
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
定

例
総
会
は
、
８
月
下
旬
に
芸
能
花
伝
舎

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
議
長
は
定
款
の
定
め
に
従
い
和

田
喜
夫
理
事
長
（
現
・
事
務
局
長
）
が

務
め
、
最
初
に
２
０
１
６
年
の
活
動

報
告
と
し
て
、「
平
成
28
年
度
次
代
の

文
化
を
創
造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成

事
業
」
と
し
て
協
会
が
行
っ
て
い
る

「
演
劇
大
学
」、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」、「
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
」、

「
日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」、

の
各
事
業
部
門
か
ら
の
活
発
な
成
果
報

告
が
さ
れ
た
。
ま
た「
出
版
事
業
」、「
協

会
誌
Ｄ
の
発
行
」
に
つ
い
て
の
報
告
も

さ
れ
た
。

　
２
０
１
６
年
の
会
計
報
告
で
は
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
各
団
体
か
ら
の

助
成
金
の
報
告
が
さ
れ
、
２
０
１
７
年

の
予
算
計
画
と
と
も
に
無
事
に
承
認
さ

れ
た
。

　
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
と
し
て
、
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
詳

し
い
報
告
が
あ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
垣

根
を
越
え
た
情
報
の
共
有
が
あ
り
、
と

て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
理
事
改
選
投
票
の
報

告
が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
ま
ま
総
会

の
幕
は
閉
じ
た
。

平
成
29
年
度

一
般
社
団
法
人
日
本
演
出
者
協
会　

定
例
総
会

日
時
：
２
０
１
７
年
８
月
20
日
（
日
）

　
　
　
13
時
～
17
時

会
場
：
芸
能
花
伝
舎

議
事

１　
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告

２　
２
０
１
６
年
度
会
計
報
告

３　
２
０
１
７
年
度
活
動
計
画

４　
２
０
１
７
年
度
予
算
計
画

５　
そ
の
他
〈
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
〉

６　
理
事
改
選
投
票
結
果
報
告

平
成
29
年
度　
一
般
社
団
法
人　
日
本
演
出
者
協
会　

定
例
総
会　
報
告
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２
０
１
７
年
４
月
13
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
協
会
事
務
所

出
席
者
：
青
井
陽
治
、
大
西
一
郎
、
菊
川

徳
之
助
、
坂
手
洋
二
、
西
沢
栄
治
、
は
せ

ひ
ろ
い
ち
、
宮
田
慶
子
、
流
山
児
祥
、
和

田
喜
夫　
９
名
（
委
任
12
名
）

理
事
長
活
動
報
告

演
劇
大
学
（
in
横
手
、
や
ま
が
た
）

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
デ
ン

マ
ー
ク
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
）
担
当
理
事
決
定

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７

協
会
誌
『
Ｄ
』、
事
業
担
当
者
名
簿

の
検
討

日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー

勉
強
会
、
教
科
書
作
成
、
カ
ン
パ

1２3456他

慶
子
、
流
山
児
祥
、
和
田
喜
夫
、
広
報

部
（
秋
葉
由
美
子
）、
監
事
（
福
田
悦
雄
）

９
名
（
委
任
14
名
）

理
事
長
活
動
報
告

演
劇
大
学
（
in
横
手
、
や
ま
が
た
、

函
館
、
お
お
い
た
）

日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー

（
in
東
京
①
、
札
幌
）

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７

協
会
誌
『
Ｄ
』
19
号

カ
ン
パ
に
つ
い
て

役
員
改
選
に
つ
い
て
、
勉
強
会
、

教
科
書
作
成
、
自
主
事
業
に
つ
い

て
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
援
、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
退

職
金
報
告
、
マ
エ
カ
ブ
演
劇
フ
ェ

ス
後
援

２
０
１
７
年
７
月
13
日
（
木
）

10
時
30
分
～
14
時

場
所
：
協
会
事
務
所

出
席
者
：
小
林
七
緒
、
坂
手
洋
二
、
佐
藤

茂
紀
、
西
沢
栄
治
、
は
せ
ひ
ろ
い
ち
、
日

澤
雄
介
、
宮
田
慶
子
、
和
田
喜
夫　
８
名

（
委
任
８
名
）

理
事
長
活
動
報
告

演
劇
大
学
（
in
や
ま
が
た
、
函
館
、

大
分
）

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
デ
ン

マ
ー
ク
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
、
新
年
度
の
会
費
請
求

に
つ
い
て

２
０
１
７
年
５
月
26
日
（
金
）11

時
～
13
時

場
所
：
協
会
事
務
所

出
席
者
：
常
務
理
事
（
小
林
七
緒
、
西
沢

栄
治
、
宮
田
慶
子
、
和
田
喜
夫
）、
国
際

部（
篠
本
賢
一
）、広
報
部（
秋
葉
由
美
子
）

６
名
（
委
任
２
名
）

理
事
長
活
動
報
告

演
劇
大
学
（
in
横
手
、
や
ま
が
た
、

函
館
）

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
デ
ン

マ
ー
ク
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

部
長
選
定
、
交
通
費
に
つ
い
て

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７

日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー

in
東
京
①

協
会
誌
『
Ｄ
』
入
稿
報
告
、
謝
金

の
基
準
決
定

日
韓
演
劇
交
流
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

支
援
、ARC>T

書
籍
に
つ
い
て
、

日
本
演
劇
教
育
連
盟
、
新
年
度
の

会
費
請
求
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
６
月
28
日
（
水
）

10
時
30
分
～
14
時

場
所
：
協
会
事
務
所

出
席
者：小
林
七
緒
、田
中
孝
弥
（Skype

参
加
）、
西
沢
栄
治
、
日
澤
雄
介
、
宮
田

２
０
１
７

日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー

in
札
幌

総
会
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

カ
ン
パ
に
つ
い
て
、
会
費
未
納
会

員
に
つ
い
て
、
教
育
出
版
部
勉
強

会
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
文
化
庁
育
成
事
業
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
８
月
20
日
（
日
）11

時
～
13
時

場
所
：
協
会
事
務
所

出
席
者
：
大
西
一
郎
、
坂
手
洋
二
、
佐
藤

茂
紀
、
西
沢
栄
治
、
日
澤
雄
介
、
宮
田
慶

子
、
山
田
恵
理
香
、
流
山
児
祥
、
和
田
喜

夫
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
木
嶋
茂
雄
）　

10
名
（
委
任
８
名
）

演
劇
大
学
（
in
函
館
、
さ
か
い
で
、

お
お
い
た
）

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
）

日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー

in
札
幌

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７
一
次
審
査
会

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
会
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
９
月
24
日
（
日
）11

時
～
13
時

場
所
：
芸
能
花
伝
舎
３
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

出
席
者
：
鵜
山
仁
、
大
西
一
郎
、
小
林
七

緒
、
坂
手
洋
二
、
佐
藤
茂
紀
、
シ
ラ
イ
ケ

イ
タ
、
成
井
豊
、
西
川
信
廣
、
西
沢
栄
治
、

ふ
じ
た
あ
さ
や
、
宮
田
慶
子
、
流
山
児

祥
、和
田
喜
夫
、広
報
部
（
秋
葉
由
美
子
）、

事
務
局
（
上
田
郁
子
、
清
水
直
子
）　

16
名
（
委
任
６
名
）

理
事
長
挨
拶

新
役
員
会
の
紹
介

常
務
理
事
の
選
定

一
般
事
業
の
確
認
（
手
帳
の
作
成
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
協
会
誌
『
Ｄ
』

発
行
、
観
劇
案
内
）

文
化
庁
と
の
主
催
事
業
の
確
認
（
演

劇
大
学
、
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ

ナ
ー
、
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
、

日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
）

自
主
事
業
の
確
認
（
日
韓
演
劇
交

流
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
勉
強
会
）

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
（
日
韓
演

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ア
ジ
ア
青

空
劇
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

連
携
事
業
（
公
共
ホ
ー
ル
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
共
同
事
業
）

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７
審
査
員
、
演
劇
大
学

（
in
さ
か
い
で
、
大
阪
、
お
お
い
た
、

八
戸
）、
日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ

ミ
ナ
ー
（
in
札
幌
、
東
京
）、
協
会

誌
『
Ｄ
』
19
号
、
協
会
の
案
内
書

に
つ
い
て
、
各
事
業
部
・
部
長
の

確
認

1２3456他

1２3456他

1２345678他

1２3456

1２34

56他

理
事
会
報
告

西
一
郎〈
関
東
〉桒
原
秀
一
、篠
﨑
光
正
、

藤
間
健
、
三
谷
麻
里
子
、
緑
川
憲
仁

６
．
教
育
出
版
部

〈
関
東
〉
坂
手
洋
二
、
佐
々
木
治
己
、

篠
﨑
光
正
、篠
本
賢
一
、外
波
山
文
明
、

成
井
豊
、日
澤
雄
介
、ふ
じ
た
あ
さ
や
、

松
本
祐
子

７
．
新
事
業
企
画
部

【
部
長
】
鵜
山
仁
〈
関
東
〉
宮
田
慶
子

８
．
演
劇
セ
ン
タ
ー
推
進
部

【
部
長
】西
川
信
廣〈
関
東
〉鴻
上
尚
史
、

坂
手
洋
二
、
外
波
山
文
明
、
中
屋
敷
法

仁
、
流
山
児
祥
〈
関
西
〉
わ
か
ぎ
ゑ
ふ

９
．
法
務
部

【
部
長
】
藤
間
健
〈
関
東
〉
鵜
山
仁
、

小
林
七
緒
、
西
川
信
廣

10
．
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
委
員

【
部
長
】
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
〈
関
東
〉
ス

ズ
キ
拓
朗
、
村
井
雄

11
．
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
部
長
】大
西
一
郎〈
東
北
〉伊
藤
み
弥
、

こ
む
ろ
こ
う
じ
、
坂
田
裕
一
、
佐
藤
茂

紀
、
渡
部
ギ
ュ
ウ
〈
関
東
〉
菅
野
直
子

12
．
観
劇
案
内

【
部
長
】
遠
藤
栄
蔵
〈
東
海
〉
金
子
康

雄
〈
関
西
〉
木
嶋
茂
雄

13
．
事
務
局

〈
本
部
〉
秋
葉
舞
滝
子
、
荒
川
貴
代
、

上
田
郁
子
、
清
水
直
子
〈
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
〉
金
子
康
雄
〈
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
〉
秋

山
太
加
、
井
ノ
上
淳
、
木
嶋
茂
雄
、
田

中
孝
弥
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今
回
の
対
談
は
劇
場
主
。
下
北
沢
を
演
劇
の
街
に
し
た
本
多
劇
場
グ
ル
ー
プ

の
総
支
配
人
・
本
多
愼
一
郎
氏
。
王
子
小
劇
場
を
「
若
手
劇
団
の
一
里
塚
」
に

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
立
役
者
、
前
代
表
の
玉
山
悟
氏
。

　
こ
の
お
ふ
た
り
に
ち
な
ん
で
、
対
談
場
所
は
劇
場
。
７
月
13
日
、
開
業
準
備

中
の
『
こ
っ
た
創
造
空
間
』
で
収
録
し
た
。

劇
場
は
儲
か
ら
な
い

玉
山

　東
京
の
劇
場
は
多
い
で
す
し
、
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
私
が
芸
術
監
督

だ
っ
た
５
年
前
な
ら
、
東
京
で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
劇
場
は
無
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
い
ま
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
劇
場
の
ほ
う
が
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
い
う
く
ら
い
（
一
同
ざ
わ
つ
く
）。
劇
場
と
い
う
か
、
頻
繁
に
演
劇
が
行
わ

れ
る
空
間
、
月
に
１
回
く
ら
い
公
演
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
で
含

め
る
と
、
も
の
す
ご
く
増
え
た
と
思
い
ま
す
ね
。

——

そ
ん
な
に
儲
か
る
ん
で
す
か
。

玉
山

　そ
の
話
を
し
ま
す
と
ね
で
す
ね
。
劇
場
は
儲
か
り
ま
せ
ん（
一
同
爆
笑
）。

た
と
え
ば
私
が
以
前
い
た
王
子
小
劇
場
な
ん
て
、
ホ
ン
ト
に
駆
け
出
し
の
劇
団

の
子
が
使
う
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
「
劇
場
費
が
高
い
ん
で
す
よ
」
っ
て
話
を

聞
く
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
ね
、
儲
か
っ
て
な
い
か
ら
。

本
多

　（小
さ
く
笑
っ
て
い
る
）

玉
山

　あ
の
ね
。
繁
華
街
の
一
等
地
に
不
動
産
持
っ
て
た
ら
、
劇
場
な
ん
て
バ

カ
な
選
択
は
し
な
い
よ
！
　
儲
け
た
か
っ
た
ら
劇
場
や
ん
ね
え
よ
！

本
多

　そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

玉
山

　儲
け
た
か
っ
た
ら
、
キ
ャ
バ
ク
ラ
に
貸
し
て
家
賃
も
ら
え
ば
い
い
ん
だ

も
ん
。
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
断
然
儲
か
る
よ
っ
て
。

——

本
多
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
元
々
バ
ー
を
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
劇
場
に
し

た
ん
で
し
た
っ
け
。

本
多

　バ
ー
で
稼
い
だ
お
金
で
劇
場
を
作
っ
た
、
で
す
。
ウ
チ
の
社
長
が
。
ウ

チ
は
ど
う
に
か
回
っ
て
ま
す
。
た
だ
正
直
、
１
年
ト
ー
タ
ル
で
、
空
き
日
な
し

の
状
態
で
、
全
劇
場
混
ぜ
て
、
ま
あ
ど
う
に
か
っ
て
感
じ
で
す
ね
。
管
理
運
営

費
が
か
な
り
か
か
る
ん
で
す
よ
。
一
番
か
か
る
の
は
エ
ア
コ
ン
で
す
ね
。
こ
こ

数
年
は
毎
年
の
よ
う
に
ど
こ
か
し
ら
の
劇
場
で
交
換
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
。

玉
山

　た
と
え
ば
、
王
子
小
劇
場
の
規
模
で
も
、
空
調
の
不
具
合
が
あ
っ
た
ら

１
０
０
万
２
０
０
万
は
飛
び
ま
す
。本
多
劇
場
の
規
模
な
ら
、桁
が
一
個
上
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
な
に
か
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
。

本
多

　う
ん
…
…
。
そ
う
で
す
ね
。

――
今
ま
で
に
一
番
大
変
だ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
っ
て
何
で
す
か
？

本
多
　
水
漏
れ
で
す
。
本
多
劇
場
の
こ
け
ら
落
と
し
の
時
に
、
劇
場
の
下
の
階

に
あ
る
テ
ナ
ン
ト
が
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
（
苦
笑
）。

――
大
変
で
し
た
ね
（
笑
）。
借
り
る
側
か
ら
は
、
管
理
の
大
変
さ
ま
で
は
わ

か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な
苦
労
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

玉
山

　つ
ま
り
劇
場
は
単
な
る
「
演
劇
の
入
れ
物
」
で
は
な
い
っ
て
こ
と
な
ん

で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
あ
な
た
の
家
で
演
劇
を
上
演
し
よ
う
と
す

る
。
大
き
な
音
を
出
せ
ば
苦
情
が
来
る
し
、
家
の
前
に
お
客
さ
ん
が
並
ん
で
い

れ
ば
苦
情
が
来
る
し
。
個
人
の
家
で
な
に
が
し
か
の
上
演
を
し
よ
う
、
不
特
定

多
数
の
お
客
さ
ん
を
集
め
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
、
消
防
法
を
厳
密
に
適
用
す

る
と
、
ア
ウ
ト
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
家
で
さ
え
、
演
劇
の
自
由
は
保
証

さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
公
園
、
た
と
え
ば
公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
、
た
と
え

ば
駐
車
場
、
そ
こ
で
も
演
劇
は
自
由
に
上
演
で
き
な
い
。
演
劇
を
自
由
に
上
演

す
る
権
利
を
唯
一
保
証
し
て
い
る
場
所
が
、
劇
場
な
ん
で
す
よ
。
劇
場
は
単
な

る
「
演
劇
の
入
れ
物
」
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

劇
場
経
営
者
に
な
る
に
は

玉
山

　よ
く
「
劇
場
で
働
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
な
に
を
勉
強
し
た
ら
い
い
で

す
か
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
な
ん
の
学
部
で
も
い
い
か
ら

大
学
に
行
っ
て
な
に
か
専
門
的
な
勉
強
を
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
劇
場
に

入
っ
て
か
ら
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
。
法
律
関

係
の
こ
と
が
多
い
で
す
け
ど
。
な
に
か
資
格
を
取
っ
た
ら
い
い
か
と
訊
か
れ
た

り
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
劇
場
で
働
い
た
ら
ど
う
し
て
も
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な

く
な
る
ん
で
。
私
は
大
学
な
ん
か
行
か
な
く
て
い
い
や
っ
て
演
劇
の
世
界
に

入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
劇
場
で
働
い
て
み
る
と
「
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
調
べ

る
時
に
社
会
学
を
学
ん
で
い
た
ら
役
に
立
っ
た
だ
ろ
う
な
」
と
か
、「
こ
う
い

う
デ
ー
タ
を
と
る
時
に
統
計
学
を
勉
強
し
て
い
た
ら
！
」
と
か
思
い
ま
す
よ
。

大
学
の
4
年
間
で
演
劇
じ
ゃ
な
い
な
に
か
を
勉
強
し
て
、
な
ん
と
か
劇
場
に
潜

り
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら
劇
場
の
勉
強
を
し
て
も
ぜ
ん
ぜ
ん
遅
く
な
い
。
と
い
う

か
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
。

——

そ
う
な
っ
て
み
て
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
、
と
。

本
多

　勉
強
と
い
う
よ
り
、
毎
日
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
た
ら
覚
え

て
し
ま
っ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
ね
。
自
分
の
家
の
も
の
と
は
い
え
、
劇
場
に

は
芝
居
を
観
る
時
し
か
入
ら
な
か
っ
た
の
で
舞
台
の
裏
側
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
わ

か
ら
な
い
。
学
生
時
代
に
演
劇
を
ち
ょ
っ
と
か
じ
っ
た
レ
ベ
ル
な
ん
て
、
な
ん

の
役
に
も
立
た
な
い
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

——

「
劇
場
管
理
人
に
な
ろ
う
セ
ミ
ナ
ー
」
み
た
い
な
の
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
よ
ね
。
誰
か
に
教
わ
る
よ
う
な
機
会
は
？

玉
山

　な
い
で
す
ね
。
た
と
え
ば
消
防
署
に
提
出
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
書
類
が

あ
っ
て
、
こ
こ
に
消
防
六
法
が
あ
る
。
で
、
な
ん
て
書
け
ば
い
い
の
か
っ
て
こ

と
は
、
こ
れ
は
自
分
で
勉
強
す
る
し
か
な
い
ん
で
す
（
笑
）。

本
多

　も
う
、
専
門
家
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
で
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
保
健
所
の
こ
と
に
関
し
て
も
、
消
防
に
関
し
て
も
、
実
際
に
や
っ
た
こ
と
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の
あ
る
人
の
ほ
う
が
少
な
い
の
で
、
頼
ん
だ
と
こ
ろ
で
書
類
に
書
い
て
あ
る
こ

と
を
そ
の
ま
ま
言
わ
れ
る
だ
け
な
ん
で
。
諸
々
の
こ
と
を
ど
う
小
劇
場
に
合
わ

せ
て
い
く
の
か
は
自
分
で
考
え
る
し
か
な
い
。

玉
山

　王
子
小
劇
場
も
オ
ー
プ
ン
の
と
き
に
「
こ
の
状
態
で
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
私
は
24
歳
で
何
も
知
ら
な

か
っ
た
か
ら
、
消
防
署
に
も
保
健
所
に
も
届
け
を
出
し
て
な
く
て
。
そ
れ
で
も

オ
ー
プ
ン
す
る
日
は
決
ま
っ
て
る
ん
で
、
も
う
急
い
で
書
類
の
書
き
方
を
勉
強

し
て（
笑
）。最
初
は「
仮
興
行
場
」と
い
う
許
可
を
と
っ
て
、な
ん
と
か
間
に
合
っ

た
と
い
う
状
態
で
し
た
。
な
の
で
、「
劇
場
を
作
り
た
い
」
っ
て
人
は
、
不
動

産
の
目
星
を
つ
け
た
ら
ま
ず
消
防
署
と
保
健
所
で
「
劇
場
で
き
ま
す
か
？
」
と

訊
く
。
学
校
の
近
く
で
劇
場
や
興
行
場
を
や
れ
な
い
条
件
は
区
や
自
治
体
ご
と

に
違
う
の
で
、
役
所
の
都
市
計
画
課
と
か
に
も
行
か
な
い
と
。
不
動
産
を
借
り

た
は
い
い
け
ど
、
都
市
計
画
に
よ
っ
て
興
行
場
の
許
可
を
取
れ
な
い
場
所
だ
と

わ
か
っ
た
ら
バ
カ
バ
カ
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

本
多

　あ
と
は
、
小
劇
場
を
作
り
や
す
い
法
律
、
申
請
し
や
す
い
仕
組
み
に
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
２
０
０
０
人
く
ら
い
の
ホ
ー
ル
と
小
劇
場
を
同
じ
構
造
に

し
ろ
っ
て
バ
カ
み
た
い
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
。
こ
こ
で
１
２
０
０
ミ
リ
の
通
路

を
と
っ
た
ら
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん
だ
っ
て
。
ホ
ン
ト
、
演
劇
に
関
わ
っ
て
る

団
体
す
べ
て
、
法
改
正
に
つ
い
て
は
な
に
か
活
動
し
た
ほ
う
が
…
…
。

——

そ
う
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
が
わ
か
ら
な
く
て
放
置
し
て
き
た
こ
と
が
、
も

う
何
十
年
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

本
多

　い
ま
小
劇
場
は
圧
倒
的
に
目
を
つ
け
ら
れ
や
す
い
の
で
、
ど
こ
か
で
雑

居
ビ
ル
火
災
な
ん
か
が
あ
る
と
す
ぐ
連
絡
が
入
り
ま
す
。

玉
山

　消
防
の
人
と
は
う
ま
く
付
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
。

本
多

　で
も
担
当
者
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

玉
山

　「去
年
ま
で
い
た
担
当
の
人
は
こ
れ
で
オ
ー
ケ
ー
っ
て
言
い
ま
し
た
よ
」

み
た
い
な
！
　
担
当
の
人
が
変
わ
る
と
ダ
メ
に
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。

本
多

　そ
の
人
に
合
わ
せ
て
話
を
持
っ
て
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
。
法
律
が

得
意
な
人
が
い
る
と
グ
ジ
グ
ジ
語
る
ん
で
す
よ
。
小
道
具
の
タ
バ
コ
の
届
け
出

で
禁
止
解
除
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
き
も
、
劇
団
の
方
が
そ
こ
で
捕
ま
っ
て
２

時
間
か
か
り
ま
し
た
と
か
。
ウ
チ
は
悪
く
な
い
ん
だ
け
ど「
ご
め
ん
な
さ
い
」っ

て
い
う
（
笑
）。
他
人
の
２
時
間
な
ん
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
と
。
も
ち
ろ
ん
危

険
な
行
為
だ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
し
、
相
当
気
を
つ
け
て
は
い
る
ん
で
す
よ
。

あ
と
認
識
と
し
て
、
ガ
ー
ル
ズ
バ
ー
に
ち
ょ
っ
と
舞
台
が
あ
る
よ
う
な
風
俗
的

な
営
業
店
舗
と
同
じ
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
変
な

事
件
が
あ
る
と「
お
宅
は
や
っ
て
ま
す
か
？
」っ
て
連
絡
が
あ
っ
た
り
。「
劇
場
」

と
い
う
だ
け
で
風
俗
関
係
だ
と
思
う
担
当
の
方
が
い
る
み
た
い
で
。
僕
が
小
学

生
の
頃
も
、
よ
く
「
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
も
ん
。

玉
山

　そ
れ
は
よ
く
あ
り
ま
す
ね
。

——

私
た
ち
は
た
ま
に
し
か
借
り
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
劇
場
の
人
た

ち
は
役
所
と
の
話
し
合
い
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
か
ら
ね
。

本
多

　ウ
チ
の
地
域
だ
と
、
比
較
的
保
健
所
の
人
は
や
さ
し
い
で
す
よ
。
担
当

の
方
が
変
わ
ら
な
い
ん
で
。

——

そ
れ
は
本
多
グ
ル
ー
プ
が
大
き
く
な
っ
て
、
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

劇
場
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

——

王
子
小
劇
場
も
本
多
劇
場
も
、
そ
の
劇
場
で
公
演
す
る
こ
と
自
体
が
ブ
ラ

ン
ド
、
あ
る
い
は
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
誰
に

で
も
貸
し
ま
す
よ
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
利
用
団
体
を
選
ん
で
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
。

玉
山

　最
初
は
全
て
フ
リ
ー
で
貸
し
出
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
劇
場
を
オ
ー
プ

ン
し
て
３
年
目
く
ら
い
に
３
日
間
の
貸
出
と
い
う
の
を
や
め
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

金
曜
仕
込
み
の
土
日
公
演
と
い
う
劇
団
は
も
う
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
。
そ
れ

で
王
子
小
劇
場
か
ら
学
生
劇
団
と
ダ
ン
ス
公
演
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
３
日
間

の
劇
場
使
用
を
な
ぜ
断
る
の
か
と
い
う
と
、
週
の
半
分
以
上
が
ロ
ス
に
な
っ

ち
ゃ
う
か
ら
で
す
よ
。
劇
場
と
い
う
の
は
年
に
52
個
し
か
「
商
品
」
が
無
い
ん

で
す
ね
。
年
の
半
分
以
上
が
ロ
ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
か
ら
何
年
か
し
て
稼

働
率
が
上
が
っ
て
き
た
ん
で
、
４
日
間
の
利
用
を
断
り
ま
す
。
５
日
以
上
、
６

日
以
上
と
だ
ん
だ
ん
上
げ
て
い
っ
て
、
あ
る
年
か
ら
す
べ
て
を
審
査
す
る
と
い

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。「
王
子
小
劇
場
で
や
る
作
品
は
審
査
を
通
っ
て
い

る
か
ら
お
も
し
ろ
い
」
と
い
う
打
ち
出
し
方
を
し
な
い
と
価
値
が
高
ま
ら
な
い
。

値
下
げ
競
争
に
な
っ
た
ら
キ
ツ
イ
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

判
断
を
し
た
の
が
、
東
京
に
劇
場
が
増
え
始
め
た
時
期
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

——

月
曜
の
千
秋
楽
が
増
え
た
の
は
そ
の
こ
ろ
で
し
た
よ
ね
。

玉
山

　完
全
な
審
査
制
と
い
う
の
を
６
年
く
ら
い
や
っ
て
。
３
年
前
か
ら
、
若

い
劇
団
に
は
審
査
な
し
、
料
金
も
格
安
に
し
ま
し
た
。
結
成
５
年
以
内
と
か
、

主
た
る
メ
ン
バ
ー
が
25
歳
以
下
と
か
。
狙
い
と
し
て
は
、
大
学
で
結
成
し
て
、

学
内
公
演
や
っ
て
動
員
も
増
え
て
き
て
、
初
め
て
の
外
小
屋
は
王
子
小
劇
場
、

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
思
っ
た
通
り
に
な
っ
て
い
な

い
感
じ
も
あ
り
ま
す
け
ど
。

——

審
査
と
い
う
の
は
脚
本
を
先
に
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

玉
山

　脚
本
で
す
ね
。
た
だ
当
時
私
が
も
の
す
ご
く
た
く
さ
ん
観
て
い
た
の
で
、

「
こ
こ
は
観
て
る
ん
で
オ
ー
ケ
ー
で
す
」
み
た
い
な
（
笑
）。

——

そ
の
ぶ
ん
、
若
手
の
お
も
し
ろ
い
劇
団
を
観
る
な
ら
王
子
小
劇
場
っ
て
差

別
化
は
で
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

玉
山

　そ
れ
は
す
ご
く
意
識
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
と
に
か
く
、
ま
だ
誰

も
知
ら
な
い
け
ど
「
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
、
す
ご
い
」
と
い
う
劇
団
を
探
さ
な

い
と
ケ
ン
カ
に
な
ら
な
い
か
ら
。
す
で
に
評
価
さ
れ
て
い
る
劇
団
を
劇
場
費
を

安
く
し
て
呼
ん
で
く
る
ん
じ
ゃ
意
味
が
な
い
か
ら
。
で
も
実
際
は
１
０
０
本
観

て
、
１
本
か
２
本
で
す
よ
。

——

本
多
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
う
で
す
か
。

本
多

　責
任
者
に
す
べ
て
任
せ
て
ま
す
。
各
劇
場
の
責
任
者
の
好
み
も
あ
り
ま

す
し
。
た
だ
ウ
チ
と
し
て
は
、
劇
場
の
個
性
を
あ
ま
り
出
す
な
と
。
劇
場
は
個

性
を
出
す
場
所
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
劇
団
が
や
る
も
の
な
の
で
。
僕
が
も
う
劇

場
責
任
者
を
辞
め
て
６
年
く
ら
い
経
つ
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
は
玉
山
さ
ん

と
同
じ
く
、
週
４
、５
本
は
芝
居
を
観
て
ま
し
た
。
だ
か
ら
知
っ
て
る
劇
団
や

見
た
こ
と
あ
る
公
演
な
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
時
点
で
話
は
で
き
る
。

や
は
り
、「
い
い
お
芝
居
を
や
っ
て
い
る
劇
場
」
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
審
査

と
い
う
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、（
選
択
が
）
あ
る
に
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

ウ
チ
と
し
て
は
「
３
６
５
日
埋
め
ろ
」
と
い
う
上
か
ら
の
命
令
な
の
で
（
笑
）。

基
本
的
に
１
週
間
単
位
で
貸
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
も
し
月
曜
火
曜
と
空
い

ち
ゃ
っ
た
場
合
は
、
そ
こ
で
ラ
イ
ブ
な
ど
を
や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

——

だ
か
ら
劇
場
な
の
に
結
婚
式
や
お
葬
式
も
し
た
ん
で
す
ね
（
笑
）。

本
多

　お
葬
式
と
い
う
か
、
お
別
れ
会
で
す
ね
。
あ
り
ま
し
た
ね
。
劇
場
は
人

が
集
ま
っ
て
ナ
ン
ボ
の
場
所
な
の
で
、
演
劇
公
演
に
限
ら
ず
「
人
が
集
ま
る
場

所
が
劇
場
な
の
か
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
ね
。

街
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は

本
多

　ウ
チ
の
経
営
方
針
が
「
人
が
休
ん
で
い
る
と
き
に
お
前
ら
が
休
ん
で
ど

う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
も
の
で
。
正
月
か
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
か
は
人

が
街
に
来
る
ん
だ
か
ら
、
街
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
そ
の
日
に
働
け
と
。

——

地
域
活
性
化
と
い
う
こ
と
を
す
ご
く
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

本
多

　活
性
化
は
考
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
し
。

た
だ
行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
っ
て
そ
の
時
だ
け
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で

も
ウ
チ
か
ら
し
て
み
た
ら
年
中
な
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
に
お
芝
居
を
や
っ
て

い
た
だ
い
て
、
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
地
域
に
人
が
集
ま
る
。
人
が
集

ま
ら
な
い
と
な
に
も
起
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
に
も
起
き
な
い
と
こ
ろ

6

な
に
も
起
き
な
い
と
こ
ろ
に
人
が
集
ま
る

最
初
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
劇
場
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　【
本
多
愼
一
郎
】
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急
に
、
や
め
ま
し
た
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
オ
レ
の
好
み
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
時
の
自
分
っ
て
「
お
客
さ
ん
」
じ
ゃ
な
い
か
ら
楽
し
め
な
い
ん
で
す
よ
。
お

客
さ
ん
視
点
で
観
て
、
楽
し
い
も
の
は
楽
し
い
し
、
楽
し
く
な
い
も
の
は
楽
し

く
な
い
。
そ
れ
で
い
い
よ
ね
っ
て
。
な
の
で
、
今
の
責
任
者
に
も
、
ま
あ
、
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
お
芝
居
は
ち
ょ
っ
と
Ｎ
Ｇ
だ
け
ど
、
あ
と
は
み
ん
な
好
き
に

や
っ
て
っ
て
感
じ
で
任
せ
て
ま
す
。

――
わ
り
と
幸
せ
に
な
る
人
が
少
な
い
現
状
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
に
働
き
か

け
て
な
に
か
を
変
え
た
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
あ
り
ま
す
か
？

本
多

　な
い
で
す
（
笑
）。

玉
山

　今
の
シ
ス
テ
ム
を
バ
ラ
し
て
劇
団
の
公
演
を
や
り
た
か
っ
た
ら
。
喫
茶

店
の
２
階
や
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
の
地
下
な
ん
か
に
劇
場
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
な
い
と
い
け
な
い
「
小
劇
場
原
始
時
代
」
に
戻
る
の
か
。
誰
か
が
審
査
し
た

お
も
し
ろ
い
作
品
し
か
や
れ
な
い
し
、
ヘ
タ
な
俳
優
は
舞
台
に
出
ら
れ
な
い
と

い
う
許
認
可
と
免
許
の
小
劇
場
に
す
る
の
が
幸
せ
な
の
か
。
じ
ゃ
あ
別
の
シ
ス

テ
ム
に
し
て
そ
れ
が
幸
せ
な
の
か
も
わ
か
ん
な
い
。
け
ど
、
今
、
劇
場
も
劇
団

も
お
客
さ
ん
も
、
お
金
的
に
幸
せ
じ
ゃ
な
い
。

――
お
客
さ
ん
の
チ
ケ
ッ
ト
代
が
３
０
０
０
円
台
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
１
万
円
あ

れ
ば
月
に
３
本
芝
居
を
観
に
行
け
た
。
で
も
今
は
小
劇
場
で
も
４
～
５
０
０
０

円
す
る
公
演
が
増
え
ま
し
た
よ
ね
。

本
多
　
増
え
ま
し
た
ね
。

――
た
と
え
ば
彼
女
と
の
デ
ー
ト
で
、
ふ
た
り
分
の
チ
ケ
ッ
ト
と
食
事
だ
け
で

２
万
円
で
す
よ
。
こ
れ
じ
ゃ
月
に
１
本
観
劇
す
る
の
も
や
っ
と
で
す
よ
ね
。

玉
山
　
劇
場
は
儲
か
ら
な
い
し
、
劇
団
は
赤
字
だ
し
、
お
客
さ
ん
は
チ
ケ
ッ
ト

代
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
し
。
今
の
シ
ス
テ
ム
は「
三
方
一
両
損
」で
や
っ

て
る
ん
だ
よ
ね
。

本
多

　こ
れ
を
変
え
て
い
く
と
な
る
と
、
ホ
ン
ト
免
許
制
で
す
よ
。

玉
山

　そ
う
す
る
と
、
た
ぶ
ん
劇
場
は
お
客
さ
ん
の
入
り
そ
う
な
公
演
ば
か
り

を
や
る
で
し
ょ
う
。
鋭
い
芸
術
性
の
作
品
と
か
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
か
で
し
か
で
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お
も
し
ろ
い
演
劇
し
か
上
演
で
き
な
い
体
制
に
変
え
ら
れ
る
の
か
。
誰
か
が
審

査
し
た
お
も
し
ろ
い
演
劇
し
か
上
演
で
き
な
い
東
京
っ
て
、
す
ご
く
た
く
さ
ん

の
人
が
演
劇
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
。

――
そ
れ
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
豊
か
じ
ゃ
な
い
気
が
し
ま
す
。

玉
山

　劇
場
を
運
営
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
な
に
か
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
。
1
年
先
の
劇
場
を
予
約
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
。

1
週
間
の
お
芝
居
を
や
る
た
び
に
30
万
50
万
の
赤
字
が
出
る
と
か
。
み
ん
な
が

「
な
ん
か
お
か
し
い
よ
」
と
思
っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
や
ら
こ
れ
が
東

京
と
い
う
都
市
の
部
分
最
適
化
の
集
積
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
全
体
最
適
じ
ゃ

な
い
気
は
す
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
変
え
ら
れ
る
？
　
変
え
る
ん
だ
っ
た
ら
ど
う

変
え
る
？
　
っ
て
い
う
の
が
、
私
に
は
ま
っ
た
く
思
い
つ
か
な
い
ん
で
す
。
劇

場
を
１
週
間
使
う
の
に
何
十
万
も
払
い
、
土
日
に
台
風
来
た
ら
大
赤
字
に
な
る

よ
う
な
体
制
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ん
な
い
。
だ
け
ど
、
50
年
か
け
て

こ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

――
演
劇
業
界
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
未
整
備
で
す
も
ん
ね
。

玉
山

　未
整
備
な
ん
だ
け
ど
、
50
年
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て
今
の
状
態
に

な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
中
で
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
試
し
て
み
て
、

い
ろ
ん
な
制
度
が
た
ぶ
ん
死
ん
で
い
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
で
幸
せ
に
な
っ
て
る

人
は
少
な
い
ん
だ
け
ど
、
わ
か
ん
な
い
。

――
な
に
が
幸
せ
な
の
か
も
見
え
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
幸
せ
じ
ゃ
な
い

こ
と
は
確
か
な
ん
で
す
け
ど
、
幸
せ
じ
ゃ
な
い
こ
と
に
慣
れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

玉
山

　演
劇
の
仕
事
を
20
年
し
て
き
て
、
こ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
麻
痺

し
ち
ゃ
っ
て
る
か
ら
わ
か
ん
な
い
。
だ
け
ど
実
際
問
題
、
王
子
小
劇
場
な
ら
家

賃
を
親
会
社
に
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
今
の
体
制
は
変
え
ら
れ
な
い
ん

で
す
よ
ね
。

本
多

　う
ー
ん
。
な
に
せ
僕
は
か
な
り
楽
観
的
な
タ
イ
プ
な
ん
で
。
な
る
よ
う

に
し
か
な
ら
な
い
ん
で
す
。
あ
と
ウ
チ
が
干
さ
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す

（
笑
）。
ま
あ
、
み
な
さ
ん
そ
れ
な
り
の
理
由
を
つ
け
て
選
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

み
ん
な
で
幸
せ
に
な
ろ
う
よ

――
本
多
さ
ん
は
、
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識
は
持
っ
て
い
ま
し

た
か
。
あ
ら
か
じ
め
選
ば
れ
た
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
」
演
劇
し
か
で
き
な
い
東
京

で
あ
る
こ
と
と
か
。

本
多

　僕
が
「
劇
」
小
劇
場
と
小
劇
場
楽
園
の
責
任
者
を
や
っ
て
い
た
と
き
は
、

な
ん
と
な
く
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
が

管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
脚
本
や
公
演
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
、
申
し

訳
な
い
け
ど
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
あ
る
時
か
ら
、
な
ん
か

き
な
く
な
る
と
思
う
。
そ
れ
が
正
し
い
の
か
、
幸
せ
な
の
か
、
わ
か
ん
な
い
。

勢
い
の
あ
る
バ
カ
に
来
て
ほ
し
い

――
景
気
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
小
劇
場
ブ
ー
ム
の
こ
ろ
は
す

ご
く
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
よ
ね
。
誰
か
が
と
く
に
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
、
大
阪
か

ら
お
も
し
ろ
い
劇
団
が
東
京
に
来
て
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
観
に
行
っ
た
り
、
公

演
に
企
業
の
協
賛
が
つ
い
た
り
。
お
し
ゃ
れ
な
若
い
子
が
「
好
き
な
劇
団
は
コ

コ
」
っ
て
い
う
よ
う
な
時
代
で
し
た
よ
ね
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
そ
う
い
う
こ

と
も
全
然
な
い
で
す
け
ど
。

本
多

　大
学
出
て
す
ぐ
の
20
代
の
劇
団
。
前
は
勢
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

今
そ
ん
な
劇
団
か
ら
あ
ま
り
声
が
か
か
ら
な
い
。
前
は
バ
カ
な
企
画
書
と
か
を

出
さ
れ
て
、
な
に
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
散
々
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
今

は
ま
る
で
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
さ
み
し
い
な
っ
て
。
も
う
ち
ょ
っ
と
バ
カ
バ
カ

し
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
で
き
る
の
が
い
い
な
っ
て
。
そ
う
す
る
と
な
ん
か
、

試
し
に
や
っ
て
み
よ
う
、
と
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

玉
山

　劇
団
っ
て
の
が
あ
ま
り
流
行
ら
な
く
な
っ
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
と

か
だ
と
チ
ケ
ッ
ト
ノ
ル
マ
や
集
客
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
、
採
算
を
考
え
る
と
、

大
き
な
劇
場
で
強
い
狙
い
を
持
つ
公
演
が
や
り
づ
ら
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す

る
と
小
さ
い
カ
フ
ェ
公
演
で
い
い
や
っ
て
な
っ
ち
ゃ
う
。
カ
フ
ェ
公
演
が
目
的

な
ら
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
い
つ
か
売
れ
て
演
劇
で
食
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
な
が
ら
カ
フ
ェ
公
演
を
や
り
続
け
る
な
ら
、
そ
れ
は
目
的
と
反
す
る
ん
で
。

――
カ
フ
ェ
公
演
が
流
行
っ
た
と
き
に
そ
れ
は
思
い
ま
し
た
。

玉
山

　若
い
学
生
さ
ん
が
「
劇
団
を
旗
揚
げ
す
る
ん
で
す
！
」
と
言
っ
た
と
き

に
「
が
ん
ば
っ
て
バ
イ
ト
し
て
お
金
貯
め
て
ね
」
と
返
す
よ
う
な
社
会
は
、
な

ん
か
幸
せ
じ
ゃ
な
い
な
っ
て
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

本
多

　カ
フ
ェ
公
演
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
公
演
か
ら
劇
場
公
演
へ
の
入
り
口
と
し

て
、
２
０
１
７
年
２
月
か
ら
『
下
北
ウ
ェ
ー
ブ
』
と
い
う
若
手
支
援
企
画
を
始

め
ま
し
た
。
３
団
体
を
選
出
し
て
、
劇
場
費
や
ス
タ
ッ
フ
代
全
部
無
料
。
ち
ゃ

ん
と
劇
場
を
使
え
る
団
体
を
若
い
う
ち
か
ら
育
て
る
の
が
狙
い
で
す
。
こ
ち
ら

で
用
意
し
た
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
と
最
初
か
ら
一
緒
に
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
プ
ロ
の
レ
ベ
ル
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
。
最
初
が
ダ
メ
な
ま
ま
ず
っ

と
続
け
て
い
く
と
、
後
で
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
だ
っ

た
ら
最
初
か
ら
自
分
た
ち
を
「
上
げ
て
く
れ
る
」
ス
タ
ッ
フ
と
付
き
合
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
後
自
分
で
選
べ
ば
い
い
。
こ
の
企
画
は
来
年
も
や
る
ん
で
す
け

ど
、
正
直
こ
う
い
う
募
集
か
け
て
も
あ
ん
ま
り
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で

す
よ
。
他
の
劇
場
で
や
っ
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
劇
場
費
が
か
か
ら
な
い
ん
で

す
け
ど
、
そ
れ
を
見
つ
け
て
ガ
ツ
ガ
ツ
来
る
タ
イ
プ
は
だ
い
ぶ
減
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
も
っ
と
ガ
ツ
ガ
ツ
来
て
欲
し
い
。
ア
ツ
い
の
は
み
ん
な
、
ウ
ザ
っ
た
い

40
歳
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
（
一
同
爆
笑
）。	

	
	

【
了
】

本多愼一郎（ほんだ・しんいちろう）
1975 年、東京生まれ。本多劇場グループ総支配人、
株式会社本多企画代表取締役。玉川学園高等部卒業
後、劇団青年座研究所にて演技を学び、桐朋学園演
劇科を経て、1998 年に本多劇場グループ「劇」小
劇場に入社。「劇」小劇場・小劇場楽園主任を務める。
小劇場の設立にも尽力し、現在では劇場設備や運営
管理に関するアドバイザーの一面も持つ。本多劇場
グループ社長 本多一夫は父。
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い
る
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。

「
小
劇
場
」
っ
て
な
に
？

玉
山

　私
た
ち
、
つ
ま
り
東
京
の
民
間
貸
し
劇
場
っ
て
「
小
劇
場
」
の
人
を
相

手
に
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
じ
ゃ
あ
「
小
劇
場
」
っ
て
そ
も
そ
も
な
に
か
と

い
う
定
義
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
当
初
は
「
ひ
と
り
の
演
出
家
が
主

導
す
る
演
劇
革
新
運
動
」
だ
っ
た
け
ど
、
現
在
は
「
旗
揚
げ
公
演
の
費
用
を
私

費
で
賄
っ
た
団
体
」
っ
て
い
う
く
ら
い
の
意
味
じ
ゃ
な
い
か
と
。

——
確
か
に
（
笑
）。

玉
山

　劇
団
☆
新
感
線
は
「
小
劇
場
」
で
す
よ
。
け
ど
、
タ
レ
ン
ト
の
「
〇
〇

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
が
小
劇
場
演
劇
か
と
い
う
と
…
…
。
だ
っ
て
い
ま
演
出
家
が

主
導
し
て
な
い
も
ん
。
主
宰
は
作
家
で
す
と
か
俳
優
で
す
と
か
。
演
出
者
協
会

の
協
会
誌
で
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
（
笑
）。

——

演
出
家
よ
り
も
俳
優
や
作
家
の
時
代
だ
と
言
わ
れ
ま
す
し
。

玉
山

　た
と
え
ば
小
劇
場
を
借
り
て
タ
レ
ン
ト
事
務
所
の
公
演
を
や
る
ケ
ー

ス
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
人
気
ド
ラ
マ
の
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
み
た
い
な
人
が
セ
ン

タ
ー
で
そ
の
事
務
所
の
若
手
が
ド
ー
ッ
と
出
て
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。
全

員
の
写
真
集
が
、
し
か
も
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
作
っ
た
よ
う
な
や
つ
が
、
ひ
と

り
分
ず
つ
１
冊
４
０
０
０
円
く
ら
い
で
売
っ
て
る
ん
で
す
よ
！
　
秋
元
康
さ
ん

が
Ａ
Ｋ
Ｂ
で
、「
会
う
」
っ
て
こ
と
は
金
に
換
え
ら
れ
る
っ
て
こ
と
を
発
明
し

た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
あ
の
商
売
を
見
て
い
ろ
ん
な
人
が
学
習
し
ち
ゃ
っ
た
。

そ
う
い
う
人
た
ち
が
小
劇
場
で
や
る
演
劇
を
「
小
劇
場
演
劇
」
と
は
言
わ
な
い

9 89

に
人
が
集
ま
る
最
初
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
劇
場
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
し

て
劇
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
終
演
後
に
街
に
流
れ
て
い
く
と
、
劇
場
の
近

く
の
飲
食
店
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
な
ぜ

か
８
軒
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
こ
の
後
も
計
画
が
無
い

こ
と
は
無
い
の
で
。

——

劇
場
が
儲
か
ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、
ま
だ
増
や
し
て
い
こ
う

と
い
う
理
由
は
。

本
多

　社
長
の
夢
で
す
。
は
い
。
最
近
僕
も
ち
ょ
っ
と
麻
痺
し
て
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
。
最
初
の
頃
は
ま
だ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
か
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
も
う
こ
れ
を
言
っ
て
て
も
し
ょ
う
が
な
い

の
で
。「
増
や
せ
る
ん
だ
っ
た
ら
増
や
そ
う
か
」
と
い
う
（
笑
）。
ギ
リ
ギ
リ
の

収
支
で
も
持
て
れ
ば
い
い
。
全
部
赤
字
だ
と
運
営
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

母
体
の
会
社
が
あ
る
わ
け
で
も
、
公
の
と
こ
ろ
が
ど
ん
ど
ん
赤
字
を
補
填
し
て

く
れ
る
わ
け
で
も
な
く
て
、
民
間
な
ん
で
。
た
だ
10
軒
く
ら
い
は
が
ん
ば
り
た

い
な
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。
一
極
集
中
。
シ
モ
キ
タ
で
し
か
作
ら

な
い
で
す
。
使
う
方
た
ち
も
い
ろ
ん
な
劇
場
が
あ
る
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
な
の
で
毎
年
２
～
３
件
は
物
件
を
見
て
い
ま
す
よ
。
な
か
な
か

条
件
に
合
う
物
件
が
な
い
だ
け
で
。
ど
う
せ
な
ら
、
他
の
人
も
劇
場
を
作
れ
ば

い
い
の
に
（
笑
）。

——

地
方
の
演
劇
人
が
聞
い
た
ら
、「
東
京
っ
て
羨
ま
し
い
」
と
思
う
で
し
ょ

う
ね
。

玉
山

　今
度
、
池
袋
に
８
つ
劇
場
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
あ
れ
も
す
ご
い
話
で
。

豊
島
区
の
本
気
を
感
じ
る
。

本
多
　
で
も
箱
（
劇
場
）
を
作
っ
て
も
街
が
変
わ
ら
な
い
と
。
す
で
に
街
が
出

来
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
箱
ば
っ
か
り
作
っ
て
遊
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
、
文

化
は
広
ま
ら
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
、
せ
っ
か
く
公
共
劇
場
を
作
る
な
ら
、
民

間
よ
り
も
安
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
か
、
い
い
ソ
フ
ト
（
作
品
）
を
安

い
チ
ケ
ッ
ト
代
で
観
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
か
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
使
い

や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
す
れ
ば
い
い
の
に
。

玉
山

　そ
ん
な
に
劇
場
作
っ
て
誰
が
作
品
を
提
供
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
特
定

の
芸
能
プ
ロ
の
人
が
過
労
死
す
る
未
来
し
か
見
え
な
い
（
笑
）。

本
多

　そ
ん
な
と
こ
、
運
営
で
き
る
人
た
ち
が
限
ら
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

玉
山

　タ
レ
ン
ト
さ
ん
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
撮
っ
て
る
人
や
映
画
監
督
が

や
る
公
演
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
有
名
人
が
出
る
か
ら
そ
の
フ
ァ
ン
が
行
く
っ

て
作
品
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
あ
、
も
う
増
え
て

で
す
よ
ね
、
た
ぶ
ん
。

——

お
ふ
た
り
か
ら
見
て
、
商
業
的
、
も
し
く
は
事
務
所
的
な
も
の
が
増
え
て
、

純
粋
に
劇
団
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
は
減
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
で
す
か
。

玉
山

　劇
団
の
数
は
維
持
か
微
増
だ
と
思
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
が
上
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
鈴
木
忠
志
さ
ん
が
早
稲
田
小
劇
場
を
始
め
た

１
９
６
６
年
が
小
劇
場
演
劇
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
の
小
劇
場
演

劇
を
や
っ
て
る
人
の
平
均
年
齢
っ
て
20
代
後
半
で
す
よ
。
い
ま
小
劇
場
演
劇
を

や
っ
て
る
人
の
平
均
年
齢
は
い
く
つ
だ
？
　
っ
て
い
う
ね
。

——

わ
た
し
た
ち
（
広
報
部
三
谷
、
秋
葉
）
は
お
ふ
た
り
と
は
ほ
ぼ
同
世
代
な

ん
で
す
け
ど
、
劇
団
を
や
っ
て
い
る
と
、
ま
ず
男
の
子
た
ち
が
30
歳
前
後
で
辞

め
て
い
く
ん
で
す
よ
。
結
婚
と
か
、
就
職
と
か
、
み
ん
な
が
現
実
的
な
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
散
り
散
り
に
な
っ
て
終
わ
っ
て
い
く
。

玉
山
　
い
ま
は
「
30
越
え
て
も
フ
リ
ー
タ
ー
で
演
劇
や
っ
て
オ
ッ
ケ
ー
」
と

い
う
雰
囲
気
で
す
よ
ね
。
で
、
嫁
さ
ん
も
小
劇
場
で
調
達
し
ち
ゃ
え
ば
（
笑
）。

小
劇
場
演
劇
が
始
ま
っ
た
と
き
は
全
員
が
20
代
か
ら
30
代
前
半
で
、
40
代
50
代

の
人
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
い
ま
は
50
代
60
代
70
代
も
小
劇
場
演
劇
を
や
っ

て
る
。
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
を
20
年
く
ら
い
遅
れ
た
感
じ
で
小
劇
場

演
劇
の
世
界
は
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

——

い
ろ
ん
な
世
代
の
人
達
が
い
た
ほ
う
が
い
た
ほ
う
が
芝
居
は
や
り
や
す
く

な
り
ま
す
け
ど
ね
。か
つ
て
の
小
劇
場
は
、同
世
代
の
人
た
ち
ば
か
り
が
う
じ
ゃ

う
じ
ゃ
い
る
芝
居
ば
か
り
を
や
っ
て
い
た
。
今
は
、
介
護
の
問
題
を
や
り
た
い

か
ら
老
人
役
が
ほ
し
い
と
か
言
っ
た
時
に
、
ず
い
ぶ
ん
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

玉
山

　こ
の
先
増
え
る
の
は
、
タ
レ
ン
ト
を
使
っ
て
映
画
監
督
や
Ｃ
Ｍ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
演
出
す
る
公
演
、
こ
れ
が
増
え
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
若
手
声
優

や
声
優
志
望
者
の
劇
団
、
こ
れ
が
増
え
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
演
出
家
や
作
家

が
主
導
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
役
者
が
何
人
か
で
ギ
ル
ド
（
同
業
者
組
合
）
を

組
ん
で
劇
作
家
や
演
出
家
を
雇
う
公
演
が
増
え
ま
す
。
も
う
増
え
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
か
な
。
こ
の
３
つ
は
増
え
ま
す
。

——

そ
の
あ
た
り
は
、
本
多
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

本
多

　う
ー
ん
。
そ
ん
な
深
い
こ
と
は
考
え
て
な
い
で
す
（
笑
）。
正
直
、
観

に
行
っ
て
お
も
し
ろ
け
り
ゃ
い
い
で
す
か
ら
ね
。

東
京
は
「
劇
場
余
り
の
時
代
」

玉
山

　民
間
貸
し
劇
場
の
話
を
す
る
と
、
東
京
だ
け
、
も
の
す
ご
く
過
度
な
進

化
と
競
争
が
起
こ
っ
て
い
る
都
市
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
様
性

が
担
保
さ
れ
て
い
る
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
言
っ
ち
ゃ
ア
レ
で
す
け
ど
、
箸

に
も
棒
に
も
か
か
ら
な
い
作
品
も
量
産
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
こ

の
体
制
を
変
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
す
ご
く
難
し
い
。
東
京
を
こ
れ
か
ら
、

ど
う
や
ら
こ
れ
が
東
京
と
い
う
都
市
の

　
　
　
　
　「部
分
最
適
化
」の
集
積
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　【
玉
山
悟
】

玉山悟（たまやま・さとる）
1974 年、岩手県生まれ。俳優を志望し上京。ナ
イロン 100℃や第三エロチカなどの公演に参加。
1996年から王子小劇場（現・花まる学習会王子小
劇場）の起ち上げに関わり、98年劇場オープンと
同時に劇場代表に就任。2010年から 2014年まで
芸術監督。劇場在職中は「自称・東京小劇場の粗選
担当」として都内の劇場に通いつめる。40歳で劇
場を定年退職。退職後の 2015 年から（公財）北
区文化振興財団に勤務。地域文化の振興にあたる。
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急
に
、
や
め
ま
し
た
（
笑
）。
そ
れ
っ
て
オ
レ
の
好
み
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
時
の
自
分
っ
て
「
お
客
さ
ん
」
じ
ゃ
な
い
か
ら
楽
し
め
な
い
ん
で
す
よ
。
お

客
さ
ん
視
点
で
観
て
、
楽
し
い
も
の
は
楽
し
い
し
、
楽
し
く
な
い
も
の
は
楽
し

く
な
い
。
そ
れ
で
い
い
よ
ね
っ
て
。
な
の
で
、
今
の
責
任
者
に
も
、
ま
あ
、
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
お
芝
居
は
ち
ょ
っ
と
Ｎ
Ｇ
だ
け
ど
、
あ
と
は
み
ん
な
好
き
に

や
っ
て
っ
て
感
じ
で
任
せ
て
ま
す
。

――
わ
り
と
幸
せ
に
な
る
人
が
少
な
い
現
状
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
に
働
き
か

け
て
な
に
か
を
変
え
た
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
あ
り
ま
す
か
？

本
多

　な
い
で
す
（
笑
）。

玉
山

　今
の
シ
ス
テ
ム
を
バ
ラ
し
て
劇
団
の
公
演
を
や
り
た
か
っ
た
ら
。
喫
茶

店
の
２
階
や
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
の
地
下
な
ん
か
に
劇
場
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
な
い
と
い
け
な
い
「
小
劇
場
原
始
時
代
」
に
戻
る
の
か
。
誰
か
が
審
査
し
た

お
も
し
ろ
い
作
品
し
か
や
れ
な
い
し
、
ヘ
タ
な
俳
優
は
舞
台
に
出
ら
れ
な
い
と

い
う
許
認
可
と
免
許
の
小
劇
場
に
す
る
の
が
幸
せ
な
の
か
。
じ
ゃ
あ
別
の
シ
ス

テ
ム
に
し
て
そ
れ
が
幸
せ
な
の
か
も
わ
か
ん
な
い
。
け
ど
、
今
、
劇
場
も
劇
団

も
お
客
さ
ん
も
、
お
金
的
に
幸
せ
じ
ゃ
な
い
。

――
お
客
さ
ん
の
チ
ケ
ッ
ト
代
が
３
０
０
０
円
台
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
１
万
円
あ

れ
ば
月
に
３
本
芝
居
を
観
に
行
け
た
。
で
も
今
は
小
劇
場
で
も
４
～
５
０
０
０

円
す
る
公
演
が
増
え
ま
し
た
よ
ね
。

本
多
　
増
え
ま
し
た
ね
。

――
た
と
え
ば
彼
女
と
の
デ
ー
ト
で
、
ふ
た
り
分
の
チ
ケ
ッ
ト
と
食
事
だ
け
で

２
万
円
で
す
よ
。
こ
れ
じ
ゃ
月
に
１
本
観
劇
す
る
の
も
や
っ
と
で
す
よ
ね
。

玉
山
　
劇
場
は
儲
か
ら
な
い
し
、
劇
団
は
赤
字
だ
し
、
お
客
さ
ん
は
チ
ケ
ッ
ト

代
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
し
。
今
の
シ
ス
テ
ム
は「
三
方
一
両
損
」で
や
っ

て
る
ん
だ
よ
ね
。

本
多

　こ
れ
を
変
え
て
い
く
と
な
る
と
、
ホ
ン
ト
免
許
制
で
す
よ
。

玉
山

　そ
う
す
る
と
、
た
ぶ
ん
劇
場
は
お
客
さ
ん
の
入
り
そ
う
な
公
演
ば
か
り

を
や
る
で
し
ょ
う
。
鋭
い
芸
術
性
の
作
品
と
か
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
か
で
し
か
で
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お
も
し
ろ
い
演
劇
し
か
上
演
で
き
な
い
体
制
に
変
え
ら
れ
る
の
か
。
誰
か
が
審

査
し
た
お
も
し
ろ
い
演
劇
し
か
上
演
で
き
な
い
東
京
っ
て
、
す
ご
く
た
く
さ
ん

の
人
が
演
劇
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
。

――
そ
れ
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
豊
か
じ
ゃ
な
い
気
が
し
ま
す
。

玉
山

　劇
場
を
運
営
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
な
に
か
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
。
1
年
先
の
劇
場
を
予
約
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
。

1
週
間
の
お
芝
居
を
や
る
た
び
に
30
万
50
万
の
赤
字
が
出
る
と
か
。
み
ん
な
が

「
な
ん
か
お
か
し
い
よ
」
と
思
っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
や
ら
こ
れ
が
東

京
と
い
う
都
市
の
部
分
最
適
化
の
集
積
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
全
体
最
適
じ
ゃ

な
い
気
は
す
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
変
え
ら
れ
る
？
　
変
え
る
ん
だ
っ
た
ら
ど
う

変
え
る
？
　
っ
て
い
う
の
が
、
私
に
は
ま
っ
た
く
思
い
つ
か
な
い
ん
で
す
。
劇

場
を
１
週
間
使
う
の
に
何
十
万
も
払
い
、
土
日
に
台
風
来
た
ら
大
赤
字
に
な
る

よ
う
な
体
制
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ん
な
い
。
だ
け
ど
、
50
年
か
け
て

こ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

――
演
劇
業
界
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
未
整
備
で
す
も
ん
ね
。

玉
山

　未
整
備
な
ん
だ
け
ど
、
50
年
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て
今
の
状
態
に

な
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
中
で
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
で
試
し
て
み
て
、

い
ろ
ん
な
制
度
が
た
ぶ
ん
死
ん
で
い
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
で
幸
せ
に
な
っ
て
る

人
は
少
な
い
ん
だ
け
ど
、
わ
か
ん
な
い
。

――
な
に
が
幸
せ
な
の
か
も
見
え
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
幸
せ
じ
ゃ
な
い

こ
と
は
確
か
な
ん
で
す
け
ど
、
幸
せ
じ
ゃ
な
い
こ
と
に
慣
れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

玉
山

　演
劇
の
仕
事
を
20
年
し
て
き
て
、
こ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
麻
痺

し
ち
ゃ
っ
て
る
か
ら
わ
か
ん
な
い
。
だ
け
ど
実
際
問
題
、
王
子
小
劇
場
な
ら
家

賃
を
親
会
社
に
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
今
の
体
制
は
変
え
ら
れ
な
い
ん

で
す
よ
ね
。

本
多

　う
ー
ん
。
な
に
せ
僕
は
か
な
り
楽
観
的
な
タ
イ
プ
な
ん
で
。
な
る
よ
う

に
し
か
な
ら
な
い
ん
で
す
。
あ
と
ウ
チ
が
干
さ
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す

（
笑
）。
ま
あ
、
み
な
さ
ん
そ
れ
な
り
の
理
由
を
つ
け
て
選
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

み
ん
な
で
幸
せ
に
な
ろ
う
よ

――
本
多
さ
ん
は
、
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識
は
持
っ
て
い
ま
し

た
か
。
あ
ら
か
じ
め
選
ば
れ
た
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
」
演
劇
し
か
で
き
な
い
東
京

で
あ
る
こ
と
と
か
。

本
多

　僕
が
「
劇
」
小
劇
場
と
小
劇
場
楽
園
の
責
任
者
を
や
っ
て
い
た
と
き
は
、

な
ん
と
な
く
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
が

管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
脚
本
や
公
演
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
、
申
し

訳
な
い
け
ど
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
あ
る
時
か
ら
、
な
ん
か

き
な
く
な
る
と
思
う
。
そ
れ
が
正
し
い
の
か
、
幸
せ
な
の
か
、
わ
か
ん
な
い
。

勢
い
の
あ
る
バ
カ
に
来
て
ほ
し
い

――
景
気
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
小
劇
場
ブ
ー
ム
の
こ
ろ
は
す

ご
く
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
よ
ね
。
誰
か
が
と
く
に
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
、
大
阪
か

ら
お
も
し
ろ
い
劇
団
が
東
京
に
来
て
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
観
に
行
っ
た
り
、
公

演
に
企
業
の
協
賛
が
つ
い
た
り
。
お
し
ゃ
れ
な
若
い
子
が
「
好
き
な
劇
団
は
コ

コ
」
っ
て
い
う
よ
う
な
時
代
で
し
た
よ
ね
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
そ
う
い
う
こ

と
も
全
然
な
い
で
す
け
ど
。

本
多

　大
学
出
て
す
ぐ
の
20
代
の
劇
団
。
前
は
勢
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

今
そ
ん
な
劇
団
か
ら
あ
ま
り
声
が
か
か
ら
な
い
。
前
は
バ
カ
な
企
画
書
と
か
を

出
さ
れ
て
、
な
に
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
散
々
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
今

は
ま
る
で
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
さ
み
し
い
な
っ
て
。
も
う
ち
ょ
っ
と
バ
カ
バ
カ

し
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
で
き
る
の
が
い
い
な
っ
て
。
そ
う
す
る
と
な
ん
か
、

試
し
に
や
っ
て
み
よ
う
、
と
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

玉
山

　劇
団
っ
て
の
が
あ
ま
り
流
行
ら
な
く
な
っ
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
と

か
だ
と
チ
ケ
ッ
ト
ノ
ル
マ
や
集
客
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
、
採
算
を
考
え
る
と
、

大
き
な
劇
場
で
強
い
狙
い
を
持
つ
公
演
が
や
り
づ
ら
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す

る
と
小
さ
い
カ
フ
ェ
公
演
で
い
い
や
っ
て
な
っ
ち
ゃ
う
。
カ
フ
ェ
公
演
が
目
的

な
ら
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
い
つ
か
売
れ
て
演
劇
で
食
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
な
が
ら
カ
フ
ェ
公
演
を
や
り
続
け
る
な
ら
、
そ
れ
は
目
的
と
反
す
る
ん
で
。

――
カ
フ
ェ
公
演
が
流
行
っ
た
と
き
に
そ
れ
は
思
い
ま
し
た
。

玉
山

　若
い
学
生
さ
ん
が
「
劇
団
を
旗
揚
げ
す
る
ん
で
す
！
」
と
言
っ
た
と
き

に
「
が
ん
ば
っ
て
バ
イ
ト
し
て
お
金
貯
め
て
ね
」
と
返
す
よ
う
な
社
会
は
、
な

ん
か
幸
せ
じ
ゃ
な
い
な
っ
て
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

本
多

　カ
フ
ェ
公
演
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
公
演
か
ら
劇
場
公
演
へ
の
入
り
口
と
し

て
、
２
０
１
７
年
２
月
か
ら
『
下
北
ウ
ェ
ー
ブ
』
と
い
う
若
手
支
援
企
画
を
始

め
ま
し
た
。
３
団
体
を
選
出
し
て
、
劇
場
費
や
ス
タ
ッ
フ
代
全
部
無
料
。
ち
ゃ

ん
と
劇
場
を
使
え
る
団
体
を
若
い
う
ち
か
ら
育
て
る
の
が
狙
い
で
す
。
こ
ち
ら

で
用
意
し
た
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
と
最
初
か
ら
一
緒
に
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
プ
ロ
の
レ
ベ
ル
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
。
最
初
が
ダ
メ
な
ま
ま
ず
っ

と
続
け
て
い
く
と
、
後
で
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
だ
っ

た
ら
最
初
か
ら
自
分
た
ち
を
「
上
げ
て
く
れ
る
」
ス
タ
ッ
フ
と
付
き
合
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
後
自
分
で
選
べ
ば
い
い
。
こ
の
企
画
は
来
年
も
や
る
ん
で
す
け

ど
、
正
直
こ
う
い
う
募
集
か
け
て
も
あ
ん
ま
り
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で

す
よ
。
他
の
劇
場
で
や
っ
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
劇
場
費
が
か
か
ら
な
い
ん
で

す
け
ど
、
そ
れ
を
見
つ
け
て
ガ
ツ
ガ
ツ
来
る
タ
イ
プ
は
だ
い
ぶ
減
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
も
っ
と
ガ
ツ
ガ
ツ
来
て
欲
し
い
。
ア
ツ
い
の
は
み
ん
な
、
ウ
ザ
っ
た
い

40
歳
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
（
一
同
爆
笑
）。	

	
	

【
了
】

本多愼一郎（ほんだ・しんいちろう）
1975 年、東京生まれ。本多劇場グループ総支配人、
株式会社本多企画代表取締役。玉川学園高等部卒業
後、劇団青年座研究所にて演技を学び、桐朋学園演
劇科を経て、1998 年に本多劇場グループ「劇」小
劇場に入社。「劇」小劇場・小劇場楽園主任を務める。
小劇場の設立にも尽力し、現在では劇場設備や運営
管理に関するアドバイザーの一面も持つ。本多劇場
グループ社長 本多一夫は父。
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演
出
家
・
俳
優
養
成
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

報
告
＝
吹
雪
ビ
ュ
ン２年目を迎えた「演劇大学 in やまがた」は今年も山形市民

会館にて行われました。お盆の時期にも関わらず、今年
も延べ 200 名以上の方に参加いただき、大いに盛り上がりま
した。昨年に続いてリピート参加された方も多く見受けられ、
去年の成功を改めて感じる側面もありました。
　『あ、演劇って楽しいんだね！　～どっさりおもしゃい 3日
間～』をテーマとし、去年より一歩踏み込んだ楽しさを体験し
てもらうべく、発表を去年の 2講座（実践・戯曲）から 5講座（実
践・戯曲・インプロ・パントマイム・声）で発表を行うカリキュ
ラムを組みました。
　特徴的だった講座としては、Ａ演劇実践講座とＤインプロビ
ゼーション講座があげられるかと思います。
　Ａ演劇実践講座は、岸田國士『桔梗の別れ』と菊池寛『父帰る』
を題材とし、今年は俳優だけでなく演出も受講生が務める形で
進めました。演出コース 4人の受講者にそれぞれ 4人～ 5人
の俳優コースが割り振られてチームを組みました。
　演出コース受講生の半分は演出未経験者でしたが、小林・平
塚両講師の力を借りながら俳優コースの方々とよくコミュニ
ケーションを取って稽古を進めていました。どのチームも、3

日目にはすっかり仲間になっていたのが印象的でした。
　またＤインプロビゼーション講座では、受講生は3日間、様々
な形式の即興劇を体験し、その中から受講生にあった形式を講
師の後藤氏が選び、インプロショー形式で発表を行いました。
発表では講師の後藤氏が司会を務め、客席からお題を募り、そ
のお題に対してがむしゃらに挑む受講生の姿に大きな笑いが起
こっていました。
　発表が多かったぶん、成果発表会はかなりタイトでしたが、
2年目の経験値と受講生の方々のご協力によりスムーズに開催
でき、講師の方々からも運営の充実をお褒めいただけたのは個
人的に一番うれしい成果でした。また、発表を乗り越えた受講
生の方々の充実の表情と作品作りを共にした絆が今後の新しい
展望を予感させました。

2017 年 8 月 11 日～13 日
会場：山形市民会館
講師：小林七緒、平塚直隆、横山拓也、後藤ひろひと、清水きよし、和田喜夫、松本邦裕
制作：一般社団法人日本演出者協会
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会
後援：山形市、山形市芸術文化協会、山形市教育委員会、山形新聞、山形放送、産経新聞山形支局、毎日

新聞山形支局、朝日新聞山形総局、読売新聞山形支局、株式会社山形テレビ、株式会社テレビユー山形、
さくらんぼテレビ、株式会社エフエム山形、株式会社ダイバーシティメディア

文化庁委託事業「平成２９年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

演劇大学 in やまがた

演
出
家
・
俳
優
養
成
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

報
告
＝
高
橋
純「秋田県って地方消滅の先進地だよな」「演劇大学に来る

人なんているんですかね」
　確かに若者はいない。学校に演劇部もない。気がつけば学校
そのものがなくなっていたというのもよくある話だ。全国の地
方都市の将来を暗示するこんな場所だからこそ、演劇大学の開
催は意味があると考えた。
　会場の「釣りキチ三平の里体験学習館」は、廃校を利用した
体験交流施設で、あの漫画の作者が生まれ育った自然あふれる
場所に建つ。
　サマーキャンパスと銘打って夏休みに開催したのは、高校生、
大学生の参加を見込んでのことだったが、実は夏休みこそ彼ら
の最も忙しい時期にあたる。補習に研修、勉強合宿なんてもの
まであって日程はいっぱいだった。条件的にもかなり不利な状
況ではあったが、夏の盛りの萌え上がる緑と蝉しぐれの中で、
演劇に没頭する３日間は幕を開けた。
　演劇大学初参加の成井豊講師『舞台をつくろう』は、若い演
劇人の熱気がはじける熱のこもった講座となった。『３日でダ
ンス』は、才気あふれる田畑真希講師の指導で、印象的な作品
に仕上がった。吉村雄之輔講師の『かぶきであそぼう』では、

受講者が後に地元の子ども歌舞伎の上演に参加するなど、地域
と結び付く成果があがった。『これもミュージカル？？』と題
した講座では、南谷朝子講師の案内で表現を見つめなおすこと
ができた。
　会場を離れた蔵のある街並みの一角では、明治時代の蔵座敷
で和田喜夫講師の『演劇入門』と大方斐紗子講師の『表現と声
のレッスン』が開講され、読み聞かせや朗読に関心のあるシニ
アの参加者にも好評を得た。
　演劇の特性のひとつが多様性の尊重だと考えれば、地域で開
催される演劇大学にこそ地域ごとの多様性を考慮した運営が
あっていい。事業の幅を広げるためにも、地域の実情に合わせ
た、いっそうの柔軟な考えで取り組みたい。
　「来年もまたやる気なんですかね」なんと言われようと、地
元ではその覚悟だ。

2017 年 7 月 28 日～ 30 日
会場：釣りキチ三平の里体験学習館、佐藤多三郎家蔵座敷
講師：田畑真希、大方斐紗子、吉村雄之輔、南谷朝子、和田喜夫、成井豊、新田満
制作：演劇大学 in 横手くらのまち増田実行委員会、一般社団法人日本演出者協会
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会
協力：秋田県演劇人協会
後援：横手市、横手市教育委員会、秋田県演劇団体連盟、秋田県高校演劇協議会、秋田県芸術文化協会、

横手市芸術文化協会
文化庁委託事業「平成２９年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

演劇大学 in 横手



D19　/　NIHON ENSHUTSUSHA KYOKAI　/　一般社団法人　日本演出者協会　/　2017.11

11

演
出
家
・
俳
優
養
成
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

報
告
＝
館
宗
武 ２年目の開催を迎えた函館。昨年は平日日程での開催で、

「来年は土日でぜひとも！」との声が多かったため今年度
は週末日程に切り替えたが、大規模なイベントと開催日がぶつ
かってしまって参加者が少なく、残念だった。
　そんな少数精鋭の参加者を迎えて臨んだ今年度は、がっつり
舞台体験、戯曲、舞台美術という 3日連続のコースと、子ど
も演劇体験、演劇何でも相談、経験者・未経験者に分かれたダ
ンスの 1コマコースというプログラムを組んだ。
　他の開催地もそうなのかはわからないが、北海道であるにも
かかわらず本州からの参加者が多いのが非常に印象的で、函館
市内で演劇活動をしている人と、本州で演劇に携わっている人
との間につながりが生まれる機会にもなっている。
　函館には演劇作品の上演に適した小劇場空間が少なく、会場
の候補地を劇空間に作り替えるための工夫にどの団体も苦労し
ているため、新たに舞台美術講座を開催したのだが、殺風景な
公共ホールの部屋の一角が、部材や黒布、簡単な照明機材を持
ち込むことによってドラマチックな劇空間に変化したのがとて
も良かった。舞台美術チームが作り上げた空間で舞台体験チー
ムの取り組んだ『走れメロス』の成果発表が行われ、ダンスの

動きも盛り込んで、とても 3日、正味 1日半程度の時間で作
り上げたとは思えないような作品が上演できた。
　子ども演劇体験では、小学 2年生から中学 1年生までの子
どもたちが楽しく遊びながら、最後には台本を手にしてセリフ
を言い、きちんと「演劇」が出来上がっていた。
　戯曲編では、参加者が苦労して書き上げた作品をリーディン
グ、さらには短時間でセリフを覚えて上演までこぎ着けてもら
うなど、全編通して講師陣にも参加者にも、ムチャ振りしっぱ
なしの２年目となってしまった。
　いよいよ来年は最後の年となる。魅力的な街として知られる
函館ならではの演劇が生まれる土壌を作り、高めるため、悔い
のない開催としたい。

2017 年 9 月 1 日～ 3 日
会場：函館アリーナ
講師：小林七緒、平塚直隆、和田喜夫、加藤ちか、北村真実、岩本えり
企画制作：一般社団法人日本演出者協会
企画運営：箱館演劇ライン実行委員会、一般社団法人日本演出者協会
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会
後援：函館市、函館市教育委員会、公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団、函館市文化団体協議会、

函館市青年サークル協議会、北海道新聞函館支社、函館新聞社、ＮＨＫ函館放送局、ＨＢＣ函館放送
局、函館山ロープウェイ㈱ＦＭいるか

文化庁委託事業「平成２９年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

演劇大学 in 函館
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　デンマーク特集を開催するのは２度目となった。前回（2015
年）は、デンマークで最も注目される劇作家、演出家のクリス
ティアン・ロリケを招聘し、問題作『マニフェスト2083』を中心
に他２篇の戯曲をワークショップ、リーディングで紹介した。『マ
ニフェスト2083』は、ノルウェーで起きた大量殺人事件を元に
したものだが、被害者や被害者の家族への配慮や、また殺人者
ブレイビクが提起した多くの問題などが企画段階から話題を
呼び、デンマークで最も注目される舞台となった。

そして今回は、デンマークで古くから愛される「喜劇」を
紹介した。デンマーク演劇が持つ演劇性を最も内包する作家
として、ルズヴィ・ホルベア／ Ludvig Holberg（1684 －
1754）がある。社会が持つ冷酷さや、格差、狡猾さ、そして
笑い。これらの要素が現在のデンマーク演劇の礎にあるとして、
この企画は計画された。「1度目は悲劇として、2度目は喜劇（茶
番）として」という有名な言葉を模したつもりはないが、喜劇
が持つ批判精神を知る機会になればということで、セミナー以

外の日程で、ギリシア喜劇からモリエールの喜劇に至るまでの
勉強会を催し、ワークショップ参加者に参加を呼びかけた。

リーディング『丘のイエッペ』（毛利三彌訳に基づく）
演出　公家義徳

シンポジウム「古典喜劇を演出する」
司会　鴻英良　／　パネラー　ベント・ホルム、ジャコモ・
ラビッキオ、アネッテ・ハンセン、毛利三彌、公家義徳

ワークショップで行われたホルン氏のレクチャーでは喜劇の
伝統と規則、そして現代の喜劇として、ホルン氏が長年翻訳や
通訳として過ごしたダリオ・フォの例がひかれ、喜劇の可能性
が提示された。ラビッキオ氏からは、コメディアデラルテに依
拠した演技指導が細かい所作に及ぶまで繰り返し行われた。ま
た、ゲストとして参加したハンセン氏は、ホルベア『丘のイエッ
ペ』の上演時に使用された色のイメージや舞台、衣装などの説
明があった。古典喜劇にある規則性と、啓蒙主義的な視点、そ
こに現代性を見出す試みは困難ではあったが、「ただ楽しい喜
劇」ではなく「必要にせまられた人間の滑稽味」などのように、
見方によっては鋭い批判精神に触れる喜劇の可能性、重要性は
提示できたのではないだろうか。

デンマーク特集　古典喜劇を演出する！

2017 年 6 月 26 日～ 7 月 2 日（東京）
会場：芸能花伝舎
講師・シンポジウムパネラー：ベント・ホルム（Bent Holm）、
ジャコモ・ラビッキオ（Giacomo Ravicchio）、アネッテ・ハンセン（Anette Hansen）
シンポジウムパネラー：毛利三彌 ／ シンポジウム司会：鴻英良 ／ リーディング演出：公家義徳
通訳：岩崎雄大、佐山晶大　担当者：佐々木治己、広田豹、柏木俊彦／制作：一般社団法人日本演出者協会
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会
協力：Danske Scenografers Rettighedsfond、地人会新社、木村光一
文化庁委託事業「平成 29 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
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　その作品、演劇活動が高い人気を集め、彼の元から人気俳優
が数多く輩出され、その上、前政権下、検閲、迫害にさらされ
る事件が重なる。まさしく韓国演劇界の台風の目がパク・クニョ
ンです。その物腰は柔らかく、礼儀を重んじ、謙虚な姿勢にひ
たむきな情熱をたたえる人物でした。
　ワークショップ初日、彼は「自分には演劇メソッドは何もあ
りません。自分の体験、価値観、本当の自分を集めながら進め
ていくだけです。短いワークショップ期間で大きな成果を得る
のは難しいし、大阪でパク・クニョンに会って演劇観が変わる
ことなど絶対ありません。そういう形で教わるというのではな
く、人生・演劇を含め共有したい」との挨拶で始まりました。
　その言葉どおりワークショップは終始、決して教える立場に
はならず、この出会い、時間、関係、そして演劇を共有する事
を大切に進められました。
　参加者全員の自己紹介は、なごやかな空気のままたっぷり時

間をかけ、そのなかで４つのチームを作りました。その後［明
日の課題］が宿題に出され、それは最終日まで続きました。
　課題は、戯曲「青春礼讃」をテキストとして、それぞれが登
場人物を選択し、その人物のテキストには書かれていない過去
や未来を、自分の体の中から生まれる言葉を使いモノローグか
ら始め、シーンを創造していく。それは個々からチームの作業
に展開していきました。ひとりひとりが作者であり、演出者で
あり、俳優でした。
　パク・クニョンのメッセージは、（全部、自分の中にある）（全
部、自身から始める）（全員が積極的に関係性を構築していく）。
全員が自身の存在への問いかけを、ひたすら繰り返し、発する。
人生・演劇を共有する時間は濃密な人間関係の時間を生みまし
た。
　最終日、彼が全員に伝えたのは「演劇をしていく上で、経済
的にも、成果や評価に関しても大変な事は沢山ありますが、耐
えて頑張っていきましょう。短い期間で大きな変化はありませ
んが、この時間が大切なのです」。この出会いへの感謝とエー
ルの言葉でした。
　皆の中に、また新たに演劇の種が産まれたように、私は感じ
ました。
ワークショップ（全日程）	 参加者　22名
ワークショップ、シンポジウム	 見学者　76名

　「アジアの演劇を学ぶシリーズ」として舞台表現における身
体と言葉にフォーカス、インドネシアから同国を代表する劇団、
テアトル・ガラシの作家・詩人・俳優グナワン・マルヤント氏
を招聘してのワークショップとシンポジウム、レクチャーを実
施した。
　身体表現としての身体ではなく、劇言語にとって身体はどの
ように作用し、あるいは言葉という記号と身体という記号（身
体言葉）がどのように有機的に関係するかを丹念に解き明かし
ていくガラシメソッドは、考え方の基本においてルコックのア
プローチと共通するものがあるように思えた。もっとも、グナ
ワン氏によれば彼らが強く影響を受けたのはグロトフスキーで

あるとのことだが。
　インドネシアではスハルト独裁政権下で演劇などの表現活動
は強い規制を受け、1990 年代まで独裁政権に抵抗する数々
の劇団が政府の検閲や弾圧を逃れるため表現の方法を探ること
となった。このためリアリズムではなく、ベケットを手本とし
た抽象的脚本が盛んに取り入れられ身体言葉が発達したとい
う。
　しかし、スハルト政権が終わり民主化されると多くの劇団や
演劇人は目標を失い活動から離れていった。スハルト政権末期
に創立されたテアトル・ガラシは独裁政権下で磨かれた抽象的
な手法を継承しつつもさらに深化させ、地道に表現方法の探求
を続ける中で生き残った。その過程でガラシスタイルとも言え
る独自のメソッドを作り出したと言えよう。
　今回の創作は詩人でもあるグナワン氏の三連詩を元に参加者
がチームを作り、イメージを身体に落とし込みフォルム（身体
言葉）を造形し更に文字言葉と重ねる作業をしながらディス
カッションを繰り返しひとつの作品を創るプロセスを体験する
ことになった。「このワークは身体より頭のほうをはるかに使っ
た」。参加者のひとりはそう話していた。

韓国特集　激昂する韓国演劇、台風の目パク・クニョン来阪！

インドネシア特集　アジアの演劇を学ぶシリーズ　―舞台表現における身体と言葉―

2017 年 7 月 19 日～ 23 日（大阪）
会場：劇団未来ワークスタジオ
講師：パク・クニョン（朴根亨）／　シンポジウムゲスト：孫高宏
翻訳：『青春礼讃』石川樹里 ／ 通訳：洪明花
担当者：和田喜夫、井之上淳、島守辰明、森本景文、しまよしみち、山本つづみ、金子順子
制作：一般社団法人日本演出者協会関西ブロック
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会
文化庁委託事業「平成 29 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

2017 年 8 月 24 日～ 27 日（東京）、8 月 30 日～ 9 月 2 日（福岡）
会場：東京芸術劇場（東京）、福岡県立ももち文化センター（福岡）
講師：グナワン・マルヤント（Gunawan Maryanto）
テクスト翻訳・通訳：横須賀智美
担当者：林英樹、山田恵理香、柏木俊彦、佐川大輔、五味伸之、髙橋知美
制作：一般社団法人日本演出者協会
主催：文化庁、一般社団法人日本演出者協会 ／ 協賛：福岡県立ももち文化センター
協力：公益社団法人国際演劇協会日本センター ／ 後援：東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）
文化庁委託事業「平成 29 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
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【
広
報
部
】

　

昨
年
秋
と
今
年
春
の
２
回
続
け
て

ペ
ー
ジ
数
を
増
量
し
て
お
届
け
し
た

『
Ｄ
』
合
併
号
。
今
回
の
『
Ｄ
』
19
号

よ
り
通
常
の
発
行
ペ
ー
ス
に
戻
り
ま
す

が
、
ペ
ー
ジ
数
に
関
わ
ら
ず
濃
い
内
容

に
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
協
会
の
事
業
報
告
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
報
部
独
自
の
企
画
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
？　
と
い
う
広
報

部
員
の
発
想
か
ら
、「
演
出
者
と
法
律
」

の
連
載
や「
戯
曲
の
出
版
社
へ
の
取
材
」

と
い
う
新
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
楽
し

さ
を
部
員
同
士
で
共
有
で
き
た
瞬
間
で

し
た
。

　

新
体
制
の
広
報
部
も
２
年
目
に
入

り
、
ま
だ
ま
だ
手
探
り
な
が
ら
も
皆
で

良
い
も
の
を
創
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
の

高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

半
年
前
か
ら
次
の
号
の
準
備
を
進
め
て

い
る
た
め
、
発
行
日
ま
で
の
数
か
月
の

間
に
掲
載
し
た
い
事
柄
が
増
え
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
秋
葉
由
美
子
）

【
教
育
出
版
部
】

　
教
育
出
版
部
は
こ
れ
ま
で
主
だ
っ
た

活
動
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
演

出
家
の
仕
事
」「
年
鑑
・
国
際
演
劇
交

流
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
出
版
事
業
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
編
集
委
員
を

報
告
＝
大
西
一
郎

　
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
７
第
一

次
審
査
会
が
２
０
１
７
年
８
月
30
日
午
前
11

時
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
一
次
は
89
名
の
応
募
者
か
ら
送
ら
れ
た
映

像
審
査
で
、
各
作
品
に
つ
き
最
低
５
名
の
審

査
員
が
審
査
し
、
審
査
票
を
作
成
・
採
点
。

そ
の
合
計
点
を
審
査
員
数
で
割
り
、
10
点
満

点
で
の
得
点
数
で
の
審
査
で
あ
る
。

　
全
候
補
者
に
つ
い
て
各
審
査
員
が
意
見
を

述
べ
、
獲
得
得
点
上
位
か
ら
、
神
谷
、
望
月
、

加
藤
、
深
井
、
穴
迫
、
一
宮
、
平
野
、
本
坊

８
名
が
２
次
審
査
進
出
を
決
定
。
続
く
同
一

得
点
圏
内
う
え
も
と
、
澤
野
、
松
森
、
笠
浦
、

中
原
と
再
度
議
論
の
上
通
過
。
残
る
２
席
は

同
一
得
点
圏
内
で
の
争
い
と
な
る
。
最
終
議

論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
池
田
、
小
佐
部
、

渋
谷
、
田
中
、
中
山
、
深
堀
、
永
野
、
南
、

宗
行
、
目
崎
、
山
口
、
山
本
12
名
。
各
審
査

員
が
推
す
候
補
に
つ
き
長
い
議
論
の
末
、
中

山
と
南
に
決
定
し
た
。
次
点
は
永
野
、山
口
。

☆
一
次
審
査
を
通
過
さ
れ
た
の
は
以
下
の
15

名
の
皆
様
で
す
。（
敬
称
略
）

穴
迫
信
一		

（
福
岡
県
）

一
宮
周
平		

（
神
奈
川
県
）

う
え
も
と
し
ほ	

（
東
京
都
）

笠
浦
静
花		

（
東
京
都
）

加
藤
拓
也		

（
東
京
都
）

神
谷
尚
吾		

（
愛
知
県
）

澤
野
正
樹		

（
宮
城
県
）

中
原
和
樹		

（
東
京
都
）

中
山
美
里		

（
東
京
都
）

平
野
亙	

	

（
東
京
都
）

深
井
邦
彦		

（
東
京
都
）

本
坊
由
華
子	

（
愛
媛
県
）

松
森
モ
ヘ
ー	

（
東
京
都
）

南
英
二	

	

（
東
京
都
）

望
月
清
一
郎	

（
神
奈
川
県
）

【
次
点
】

１
、
永
野
百
合
子	

（
神
奈
川
県
）

２
、
山
口
将
太
朗	

（
埼
玉
県
）

☆
ま
た
、
審
査
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

審
査
員
は
下
記
の
と
お
り
。

【
第
一
次
審
査
審
査
員
】

加
藤
ち
か
、
鹿
目
由
紀
、
木
村
繁
、
小
林
七

緒
、
ス
ズ
キ
拓
朗
、
土
橋
淳
志
、
弦
巻
啓
太
、

外
波
山
文
明
、
は
せ
ひ
ろ
い
ち
、
日
澤
雄
介
、

平
塚
直
隆
、
広
田
淳
一
、
山
田
恵
理
香
、
流

山
児
祥
、
和
田
喜
夫

　
今
後
、11
月
30
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

審
査
員
が
候
補
者
の
公
演
も
し
く
は
公
演
に

準
ず
る
通
し
稽
古
を
実
際
に
観
る
こ
と
に
よ

り
第
二
次
審
査
が
行
な
わ
れ
、
最
終
審
査
進

出
４
名
（
優
秀
賞
）
が
決
定
す
る
。

　

最
終
審
査
は
、
２
０
１
８
年
３
月
６
日

（
火
）
～
３
月
11
日
（
日
）
の
期
間
、
下
北

沢
「
劇
」
小
劇
場
に
て
そ
の
４
名
に
よ
る
作

品
上
演
を
経
て
、
公
開
審
査
で
最
優
秀
賞
が

決
定
す
る
。

募
り
、
出
版
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
、青
井
陽
治
さ
ん
を
中
心
に「
演

劇
の
教
科
書
」「
演
劇
の
学
校
」
を
作

ろ
う
と
呼
び
か
け
が
あ
り
、
勉
強
会
、

研
修
、
読
書
会
な
ど
を
企
画
し
、
部
員

を
募
り
、
方
針
を
定
め
て
い
こ
う
と
し

た
矢
先
に
青
井
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。「
演
劇
の
教
科
書
」「
演

劇
の
学
校
」
ど
ち
ら
も
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
方
向
も
定
ま
ら
な
か
っ
た

だ
け
に
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
す

ぐ
に
何
か
が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
青
井
さ
ん
が
望
ん
で
い
た
よ

う
に
、
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
部
会
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
佐
々
木
治
己
）

【
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
】

　
本
年
は
、隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る「
韓

国
現
代
戯
曲
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

vol.8

」
が
１
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
、

座
・
高
円
寺
１
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
狂
っ
た
劇
」
作
・
チ
ェ
・
チ
オ
ン

／
演
出
・
谷
藤
太
。「
若
い
軟
膏
」
作
・

ユ
ン
・
ミ
ヒ
ョ
ン
／
演
出
・
関
根
信
一
。

「
ア
メ
リ
カ
の
怒
れ
る
父
」作・チ
ャ
ン・

ウ
ジ
ェ
／
演
出
・
大
谷
賢
治
郎
。
以
上

の
三
作
品
。
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。

　
セ
ン
タ
ー
自
体
に
も
大
き
な
変
化
の

あ
っ
た
上
半
期
で
あ
っ
た
。
助
成
金
申

請
の
た
め
に
法
人
化
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
、
本
年
か
ら
一
般
社
団
法
人
と
な
っ

た
。
日
本
演
出
者
協
会
か
ら
は
シ
ラ
イ

ケ
イ
タ
が
理
事
に
就
任
し
た
。

　
来
年
は
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
行

わ
れ
な
い
谷
間
の
年
で
あ
る
が
、「
エ

ク
ス
ト
ラ
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け

た
番
外
公
演（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
２
本
）

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
準
備
の
始

ま
っ
た
上
半
期
で
あ
っ
た
。

（
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
）

【
事
務
局
】

　
た
だ
い
ま
、
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー

ル
二
次
審
査
の
真
っ
最
中
。
事
務
局
で

は
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
対
象
公
演

に
審
査
員
を
派
遣
す
べ
く
、
公
演
日
程

と
会
場
、
上
演
時
間
、
各
審
査
員
の
都

合
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
交
通
チ
ケ
ッ

ト
や
ホ
テ
ル
を
予
約
し
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
か
ら
松
山
公
演
に
日
帰
り
で

行
っ
た
り
、
東
京
か
ら
広
島
、
名
古
屋

と
観
劇
ツ
ア
ー
を
し
た
り
と
、
審
査
員

の
皆
さ
ん
も
過
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
喜
び
勇
ん
で
審
査
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
マ
の
裏
側
の
ド
ラ
マ
を
感
じ
な

が
ら
、
今
日
も
電
話
と
パ
ソ
コ
ン
画
面

に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。（

荒
川
貴
代
）

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７　

中
間
報
告　

第
一
次
審
査
通
過
者
決
定
!!

部
会
だ
よ
り



D19　/　NIHON ENSHUTSUSHA KYOKAI　/　一般社団法人　日本演出者協会　/　2017.11

15 14

各地域活動通信・民間小劇場特集

地方の
民間小劇場

北
海
道　
シ
ア
タ
ー
Ｚ
Ｏ
Ｏ

芸
術
監
督　
斎
藤
歩

　
扇
谷
記
念
ス
タ
ジ
オ
・
シ
ア
タ
ー
Ｚ
Ｏ
Ｏ

は
、
２
０
０
１
年
、
多
く
の
方
の
寄
付
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

民
間
運
営
に
よ
る
小
劇
場
で
す
。
演
劇
の
振

興
や
演
劇
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、
公
益
財
団
法
人
北
海
道
演
劇
財
団
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
芸
術
監
督
に
よ
る

総
指
揮
の
も
と
、
企
画
公
演
、
提
携
公
演
の

他
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

数
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
。
自
主
企
画
で
地
域
の
子
ど
も
を
劇
場
に

招
き
入
れ
る
公
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
増

や
し
、
未
就
学
児
童
が
親
御
さ
ん
と
観
劇
で

き
る
親
子
観
劇
デ
ー
を
設
け
た
ほ
か
、
乳
幼

児
と
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
ベ
ビ
ー
ド

ラ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
近
隣
に
あ
る
札
幌

市
の
「
子
ど
も
人
形
劇
場
こ
ぐ
ま
座
」
と
協

働
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
創
造
も
開
始
。

札
幌
と
い
う
北
方
圏
都
市
独
特
の
地
域
密
着

型
・
創
造
型
劇
場
と
し
て
の
形
と
サ
イ
ズ
を

模
索
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
手
劇
作
家
・
演
出
家
の
育
成
に

も
着
手
し
、
芸
術
監
督
が
札
幌
で
活
躍
と
成

長
が
期
待
さ
れ
る
３
名
の
20
代
の
劇
作
家
・

劇
団
主
宰
者
を
指
名
し
て
、
３
年
間
の
協
働

制
作
で
新
作
を
創
る
自
主
企
画
も
開
始
し
ま

し
た
。

　
東
京
よ
り
も
近
い
隣
国
・
ロ
シ
ア
の
サ
ハ

リ
ン
と
の
交
流
の
継
続
や
、
新
し
く
始
ま
っ

た
青
森
県
と
の
協
働
な
ど
を
通
じ
て
、
札
幌

独
特
の
演
劇
ブ
ラ
ン
ド
が
シ
ア
タ
ー
Ｚ
Ｏ
Ｏ

か
ら
産
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
若
い
劇
作
家
・
演
出
家

が
こ
こ
で
育
ち
、
こ
こ
か
ら
世
界
中
へ
作
品

を
次
々
に
発
信
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

札
幌
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ
の
Ｚ

Ｏ
Ｏ
と
い
う
小
空
間
か
ら
産
ま
れ
て
く
る
こ

と
を
夢
見
て
、
今
日
も
薄
暗
く
ひ
ん
や
り
と

涼
し
い
地
下
空
間
に
潜
っ
て
い
る
の
で
す
。

長
野
県　
犀
の
角

シ
ア
タ
ー
＆
ア
ー
ツ
う
え
だ
代
表

荒
井
洋
文

　
「
犀
の
角
（
さ
い
の
つ
の
）」
は
、
上
田
市

の
中
心
地
・
海
野
町
商
店
街
の
一
角
に
あ
り
、

劇
場
設
備
と
カ
フ
ェ
を
持
つ
「
シ
ア
タ
ー
」

と
簡
易
宿
泊
施
設
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
か

　
90
席
足
ら
ず
の
小
さ
な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
タ
イ
プ
の
小
劇
場
で
、
若
手
劇
団
の
登
竜

門
的
な
劇
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
札
幌
の

演
劇
シ
ー
ン
に
は
認
識
さ
れ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い

地
下
に
あ
る
た
め
、
足
の
不
自
由
な
お
客
さ

ん
に
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
環
境
で
も
あ
り
、

高
齢
者
に
は
優
し
く
な
い
劇
場
で
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
で
も
、
札
幌
座
の
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

と
し
て
、
稽
古
場
も
隣
接
し
、
東
京
乾
電
池

や
弘
前
劇
場
な
ど
、
道
外
か
ら
の
劇
団
が
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
毎
年
公
演
を
続
け
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
招
聘
公
演
や
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
ス
の
創
造

な
ど
、
国
内
外
の
質

の
高
い
名
作
を
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
創
造
し

公
演
し
続
け
て
い
る

劇
場
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
も
定
着
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
15
周
年
を
迎

え
、
新
た
に
斎
藤
歩

が
芸
術
監
督
と
し
て

働
き
始
め
、
大
き
く

改
革
を
開
始
し
ま
し

ら
な
る
民
間
の

複
合
文
化
施
設

と
し
て
、
昨
年

９
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。 

　

街
の
小
さ
な

銀
行
だ
っ
た
天

井
の
高
い
建
物

に
、
舞
台
照
明

用
の
パ
イ
プ
を

張
り
巡
ら
せ

た
劇
場
空
間
と
、

城
下
町
の
息
遣

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
小
さ
な
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
。「
犀
の
角
」
は
演
劇
や
音
楽
、ア
ー

ト
作
品
な
ど
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
訪
れ
た
地

域
住
民
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
が
相
互
に
交
流
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
た
、
街
に
開
か
れ
た
非
日
常
空
間
で
す
。 

　
中
心
商
店
街
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
多
様
な
価
値
観
や
身

体
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
地
域
が
活
性
化
し
て

い
く
に
は
、
流
行
の
先
端
を
追
い
か
け
、
モ

ノ
を
消
費
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
。

優
れ
た
芸
術
作
品
や
、
価
値
観
の
異
な
る
他

者
、
あ
る
い
は
自
分
の
外
側
に
あ
る
も
の
と

出
会
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
私
た
ち

は
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
理
想
を
掲
げ
る
一
方
で
、
人
口

15
万
人
の
地
方
都
市
で
民
間
の
劇
場
が
維
持

で
き
る
か
と
い
う
と
非
常
に
困
難
な
部
分

が
あ
り
ま
す
。
人
口
規
模
は
首
都
圏
の
約

２
０
０
分
の
１
で
す
か
ら
、
演
劇
を
観
る
人

も
少
な
け
れ
ば
、関
わ
る
人
も
少
な
い
。「
犀

の
角
」
が
宿
泊
業
と
飲
食
業
に
加
え
て
、
入

居
し
て
い
る
ビ
ル
の
大
き
さ
を
生
か
し
た
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
も
運
営
し
て
い
る
の
は
、

人
件
費
や
家
賃
を
捻
出
す
る
と
い
う
理
由
も

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も
、
中
心
商
店
街

で
高
度
成
長
期
に
建
て
ら
れ
た
比
較
的
大
き

な
物
件
に
な
か
な
か
借
り
手
が
つ
か
な
い
と

い
う
問
題
が
最
初
に
あ
り
、
物
件
の
持
ち
主

や
建
築
家
と
共
に
「
ど
う
使
っ
た
ら
築
40
数

年
の
３
階
建
て
ビ
ル
が
生
き
る
か
」
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
議
論
し
な
が
ら
、
こ
の
ス

ペ
ー
ス
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。「
犀
の
角
」

は
芸
術
的
な
欲
求
を
満
た
す
こ
と
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
地
域
課
題
と
向
き
合
う
な
か

で
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
で

す
。 

　
純
粋
な
劇
場
施
設
で
は
な
い
こ
と
が
、
か

え
っ
て
新
し
い
観
客
層
を
生
み
出
し
、
今
ま

で
に
な
か
っ
た
上
田
な
ら
で
は
の
新
た
な
価

値
が
創
造
さ
れ
、
小
さ
な
街
か
ら
発
信
さ
れ

て
い
く
。
そ
ん
な
場
に
な
る
こ
と
を
願
い

日
々
運
営
し
て
い
ま
す
。 

愛
媛
県　
シ
ア
タ
ー
ね
こ

代
表　
鈴
木
美
恵
子

　
松
山
市
内
の
中
心
市
街
地
か
ら
５
分
ほ
ど

の
住
宅
地
、
閉
園
し
た
幼
稚
園
を
お
借
り
し

て
「
シ
ア
タ
ー
ね
こ
」
は
２
０
１
２
年
５
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
開
設
時
の
記
者
発

表
は
日
本
演
出
者
協
会
の
「
国
際
演
劇
交

1980 年代後半から地方自治体が
競って公共劇場・ホールを建設をし
た事により、地方における公共劇場・
ホールは地域文化、芸術の中心拠点
となっていきました。
そんな中、公共施設では出来ない方
法で地域芸術の発展を支え続ける民
間の小劇場。
今号では、そんな民間の小劇場に関
わる方々の考え方や想いにスポット
をあて、「地域と劇場との関わり方」
や「劇場運営の工夫」などのお話を
伺いました。　　　　　　（編集部）



D19　/　NIHON ENSHUTSUSHA KYOKAI　/　一般社団法人　日本演出者協会　/　2017.11

15

流
セ
ミ
ナ
ー 

―
タ
イ
特
集
―
」

の
開
催
日
。
和
田
理
事
長
（
当

時
）
や
タ
イ
よ
り
来
日
中
の

プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
・
ブ
ラ
サ
ー

ト
ー
ン
さ
ん
も
出
席
さ
れ
、

華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
６
年
目
の
秋

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ア
タ
ー
ね
こ
」
は
、
文

化
芸
術
の
振
興
を
目
指
す
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ア
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
え
ひ

め
」
が
民
設
民
営
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
企
画
運

営
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
、
愛
媛

県
は
演
劇
な
ど
の
舞
台
芸
術
に
関
し
て
、
四

国
４
県
の
中
で
も
か
な
り
遅
れ
た
環
境
に
あ

り
ま
す
。
小
さ
な
劇
場
の
無
か
っ
た
松
山
に

は
小
劇
場
系
の
演
劇
公
演
も
来
る
機
会
が
少

な
く
、「
シ
ア
タ
ー
ね
こ
」
が
出
来
て
か
ら
、

徐
々
に
県
外
劇
団
が
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
演
劇
関
係
者
に
と
っ
て
も
、

地
元
で
観
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
刺
激
と

な
り
、
作
品
作
り
に
も
影
響
が
出
始
め
て
い

ま
す
。人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、戯
曲・演
出・

役
者
等
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
頻
繁
に
企

画
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
シ
ア
タ
ー

ね
こ
」で
の
、年
間
を
通
じ
て
のC.T.T.

（
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）、四
国
劇
王
、四
国
学
生
演
劇
祭
な
ど
、

四
国
内
で
の
演
劇
関
係
者
の
交
流
の
場
も
増

え
、
そ
の
延
長
線
上
で
全
国
と
の
交
流
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
総
体
的
に
考
え
る
と
、
地
域
間

交
流
と
し
て
の
発
表
の
場
は
こ
こ
数
年
圧
倒

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
関
係
者

同
士
が
観
あ
う
と
い
う
、
観
客
の
広
が
り
が

少
な
い
世
界
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
そ
う
い
う
場
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
、

劇
団
に
所
属
し
な
い
役
者
を
一
時
的
に
集
め

て
構
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。「
シ
ア
タ
ー
ね
こ
」
を
拠
点
と
す
る
演

た
。
80
席
の
小
劇
場
で
演
劇
に
と
ら
わ
れ
ず

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
カ
ン

パ
ニ
ー
が
国
内
外
か
ら
集
う
劇
場
で
す
。 

　
商
店
街
の
名
前
を
冠
し
て
い
ま
す
し
、
地

域
と
の
距
離
感
か
ら
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
は

地
域
振
興
を
行
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
で
す
が
僕
は
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
の

活
動
を
無
理
に
土
地
に
流
し
込
み
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
関
係
性
を
持
た
な
い
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
地
域
行
事
の
お
手

伝
い
に
行
っ
た
り
、
商
店
街
の
時
計
の
修
理

を
し
た
り
、
八
百
屋
さ
ん
の
み
か
ん
の
置
き

場
所
が
な
い
か
ら
シ
ア
タ
ー
を
開
放
し
た
り

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
こ

と
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
は
こ
の
土
地
の
劇
場
な
ん
だ
！　

な
ん
か
や
る
か
ら
手
伝
っ
て
！
」
は
八
百
屋

や
肉
屋
が
商
品
を
押
し
売
り
す
る
の
と
一
緒

で
す
。
商
品
っ
て
の
は
必
要
だ
か
ら
買
う
ん

で
す
よ
ね
。
そ
し
て
商
店
街
で
は
「
う
ち
の

ご
贔
屓
さ
ん
だ
か
ら
」
と
そ
の
商
店
で
必
ず

買
う
人
が
で
き
る
。
た
だ
ア
ー
ト
の
場
合
は

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
で
あ
れ
ば

ま
ず
は
人
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
ご
贔
屓
さ
ん

に
な
っ
て
も
ら
う
。「
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て

く
れ
る
◯
◯
君
が
や
っ
て
る
の
は
ア
ー
ト
っ

て
い
う
ら
し
い
よ
」
と
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

「
◯
◯
君
」
は
ア
ー
ト
ど
う
こ
う
関
係
な
く
、

き
ち
ん
と
土
地
の
一
員
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
方
が

長
く
関
わ
り
続
け
ら
れ
る

と
思
う
し
、
無
理
も
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
よ
り

ま
ず
は
人
が
土
地
に
根
付

く
。 

　

昨
今
、
日
本
全
国
で

様
々
な
新
し
い
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
舞
台
芸
術

の
拠
点
が
生
ま
れ
て
い
ま

劇
関
係
者
に
も
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
、
主
体
と
し
て
の
地

域
劇
団
は
減
少
し
、
喘
ぎ
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

演
劇
を
作
る
こ
と
は
、
他

者
と
向
き
合
い
な
が
ら
の
創

造
的
な
超
ア
ナ
ロ
グ
共
同
作

業
で
す
。
そ
れ
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
作
業
で
す
。
そ

ん
な
手
間
隙
か
か
る
演
劇
だ
か
ら
こ
そ
、
劇

団
と
い
う
共
通
言
語
を
持
つ
関
係
性
が
人
を

育
て
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

関
係
づ
く
り
や
組
織
作
り
を
避
け
る
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
私
の
妄
想
で
し
ょ

う
か
？　
文
化
芸
術
の
基
本
は
自
主
性
、
主

体
性
の
尊
重
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
社
会
全

体
を
通
し
て
そ
の
基
盤
の
脆
弱
さ
に
、
足
元

の
不
安
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

福
岡
県

枝
光
本
町
商
店
街

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー

鄭
慶
一

　
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
東
区
に
は
、
か
つ

て
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
お
膝
元
で
一
大
隆

盛
を
極
め
た
の
ち
、
そ
の
移

転
に
よ
り
緩
や
か
な
衰
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
も
、
今
も

力
強
く
存
在
し
て
い
る
商
店

街
「
枝
光
本
町
商
店
街
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
ど
近
く

に
旧
福
岡
銀
行
跡
地
を
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
し
た
民
間
劇
場

「
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア

ン
シ
ア
タ
ー
」
は
あ
り
ま
す
。 

　

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
は

２
０
０
９
年
に
開
館
し
ま
し

す
（
無
く
な
っ
て
も
い
ま
す
が
）。
地
域
で

の
芸
術
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
も
言

い
換
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
そ

の
土
地
で
や
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
土
地
で

行
う
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
息
の
長
い
活
動

に
な
っ
て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
真
摯
な
活
動
が
増
え
て
ア
ー
ト
が
い

ろ
ん
な
場
所
に
根
付
い
て
い
く
と
素
敵
だ
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
僕
も
が
ん
ば
っ
て
い

か
ん
と
で
す
し
。 

沖
縄
県　
ア
ト
リ
エ
銘
苅
ベ
ー
ス

一
般
社
団
法
人 

お
き
な
わ
芸
術
文
化
の
箱
理
事

当
山
彰
一

 　
沖
縄
芝
居
隆
盛
期
に
は
那
覇
市
内
に
10
以

上
の
芝
居
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
復
帰
～
バ
ブ
ル
崩
壊
、

時
代
の
流
れ
や
娯
楽
の
多
様
化

の
影
響
も
あ
っ
て
次
第
に
芝
居

小
屋
は
減
り
、
２
０
０
０
年
、

沖
縄
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
閉
館
で
民

間
の
劇
場
は
一
旦
姿
を
消
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
沖
縄
芝
居
は

定
期
的
に
公
演
を
続
け
、
現
代

演
劇
は
２
０
０
３
年
あ
た
り
か

ら
新
た
な
劇
団
が
立

ち
上
が
り
、
活
動
の

場
所
を
公
民
館
や
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
公
共

ホ
ー
ル
に
変
え
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
１
１
年
、

沖
縄
演
劇
界
の
時
代

が
動
き
ま
す
。
客
席

約
50
席
の
「
わ
が
街

の
小
劇
場
」
を
福
永

武
史
氏
が
開
設
。
こ

こ
を
拠
点
に
若
手
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
い
く
つ
も

生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。
近
年
で
は
定
期
的
に

公
演
を
打
っ
て
い
た
劇
団
や
市
民
劇
開
催
の

功
績
も
あ
っ
て
、
演
劇
人
口
は
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
そ
し
て
２
０
１
７
年
。
安
和
朝
彦
・
安
和

学
治
・
当
山
彰
一
の
３
人
が
、「
劇
艶
お
と

な
団
」
の
稽
古
場
を
手
作
り
で
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し「
ア
ト
リ
エ
銘
苅
ベ
ー
ス
」を
オ
ー

プ
ン
！　
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

行
政
の
支
援
を
活
用
し
て
全
国
で
頑
張
っ
て

い
る
小
劇
場
を
視
察
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
く

中
で
、
芝
居
の
持
つ
魅
力
、
力
を
、「
ア
ト

リ
エ
銘
苅
ベ
ー
ス
」
か
ら
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
、
ア
ジ
ア
の
中
心
と
い
う
地
の
利
を
活

か
し
国
内
外
に
も
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

空
間
提
供
だ
け
で
な
く
、
企
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
型
の
劇
場
、

気
軽
に
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
劇
場
を
目
指
し
、

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
12
月
1
日

2
日
に
は
「
全
国
小
劇

場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
開
催
し
各
劇
場
と
の

連
携
の
可
能
性
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
こ
う
し

た
連
携
を
通
し
て
、
県

外
劇
団
の
滞
在
や
作
品

の
受
け
入
れ
を
行
い
、
発
信
だ
け

で
は
な
く
受
信
も
出
来
る
劇
場
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
も
沖
縄

の
演
劇
界
が
盛
り
上
が
っ
て
き
て

い
る
と
報
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
に
な
る
よ

う
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。



D19　/　NIHON ENSHUTSUSHA KYOKAI　/　一般社団法人　日本演出者協会　/　2017.11

17

東
北
〈
秋
田
〉
高
橋
純

（
紹
介
者
／
加
賀
屋
淳
之
介
）

　
ま
ず
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
。
誤

読
を
お
そ
れ
ず
に
、
と
に
か
く
ホ
ン

を
深
読
み
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
加
え
て
そ
の
結
果
を
誰
で

も
納
得
で
き
る
よ
う
に
伝
え
る
訓
練

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
怒

鳴
っ
て
何
か
を
投
げ
つ
け
た
り
、
演

技
指
導
に
終
始
し
た
り
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

演
出
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
テ
キ
ス
ト

か
ら
読
み
取
っ
た
も
の
を
ど
れ
だ
け

説
得
力
あ
る
形
で
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ

に
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
一
点
に
あ

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
演
出
家
は
寂
し
い
も
の
で
、
俳
優

や
ス
タ
ッ
フ
が
飲
ん
で
い
る
店
に
足

を
向
け
る
と
、
今
し
も
自
分
の
悪
口

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
瞬
間
に
ド
ア

を
開
け
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ひ

と
り
よ
が
り
な
裸
の
王
様
と
陰
で
言

わ
れ
る
の
も
仕
事
の
一
つ
と
わ
き
ま

え
れ
ば
、
深
読
み
の
励
み
に
も
な
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
王
様
は
裸
だ
。
そ
や
、
お
い
ら

も
脱
い
だ
れ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
俳

優
や
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
る
た
め
に

は
、
誤
読
を
恐
れ
ず
ひ
た
す
ら
テ
キ

ス
ト
を
読
み
込
む
こ
と
。
そ
し
て
そ

の
結
果
を
説
得
力
あ
る
方
法
で
表
現

す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。
そ

う
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
簡
単
に

で
き
れ
ば
世
話
は
な
い
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
や
る
と
な
れ
ば
、
け
っ

北
海
道　
小
佐
部
明
広

（
紹
介
者
／
三
谷
麻
里
子
）

　

僕
は
演
出
家
向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
た
こ
と
は
な
い

が
、
自
分
が
参
加
し
て
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
い
と
思
う
。
そ
こ
に
は
僕
を

含
め
５
人
の
演
出
が
い
て
、
５
チ
ー

ム
に
分
か
れ
る
。
各
チ
ー
ム
に
は
俳

優
が
３
人
い
て
（
つ
ま
り
全
部
で
15

人
）、
各
チ
ー
ム
に
は
中
編
か
長
編

の
戯
曲
の
、
あ
る
１
シ
ー
ン
が
渡
さ

れ
る
。
そ
の
シ
ー
ン
の
登
場
人
物
は

３
人
で
、
時
間
に
し
て
５
～
10
分
ほ

ど
の
シ
ー
ン
。
全
て
の
チ
ー
ム
に
同

じ
シ
ー
ン
の
台
本
が
渡
さ
れ
る
。
１

日
３
時
間
、
３
日
で
９
時
間
の
間
に

稽
古
を
し
全
チ
ー
ム
発
表
す
る
。
同

じ
台
本
の
同
じ
シ
ー
ン
が
、
別
の
演

出
家
、
別
の
俳
優
で
何
度
も
発
表
さ

れ
る
の
で
、
他
の
演
出
家
が
ど
の
よ

う
な
観
点
で
作
品
を
つ
く
っ
て
い
っ

た
の
か
、
自
分
の
作
り
方
や
台
本
の

読
み
方
と
ど
う
違
う
の
か
が
明
確
に

分
か
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
出
演
者
に

よ
る
投
票
タ
イ
ム
で
順
位
を
つ
け
る

（
自
分
の
チ
ー
ム
に
は
得
点
を
入
れ

な
い
ル
ー
ル
）。
そ
の
後
飲
み
な
が

ら
、
ど
う
い
う
順
序
で
稽
古
を
進
め

て
い
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
台
本
解

釈
を
し
た
の
か
な
ど
、
み
ん
な
で
聞

き
合
っ
た
り
で
き
る
と
い
い
と
思
う
。

こ
う
大
変
だ
ろ
う
な
。

中
部
・
甲
信
越
〈
石
川
〉
小
川
功
治
朗

（
紹
介
者
／
本
庄
亮
）

　
私
が
開
催
す
る
演
出
家
を
養
成
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
た
い
と

い
う
奇
特
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

な
ら
ば
、
演
出
で
は
な
い
別
の
道
を

進
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
私
自

身
、
誰
か
に
習
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

確
固
た
る
演
出
方
法
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
月
並
み
な
意
見
に
な

り
ま
す
が
、
教
わ
る
も
の
で
は
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

も
演
出
を
や
り
た
い
け
れ
ど
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
ば
、
と

り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
し
か
な
い
と

言
う
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

も
、
稽
古
で
は
な
く
、
お
客
様
の
前

で
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
が
一

番
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん

な
戯
曲
を
や
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
と
言
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
演
出
を
や
り

た
い
の
か
、
よ
く
考
え
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
俳
優
が
一
人
も
集
ま

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
で
や
れ

ば
い
い
、
そ
も
そ
も
俳
優
も
集
め
ら

れ
な
い
よ
う
な
人
望
の
持
ち
主
は
、

演
出
や
っ
て
も
無
理
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
偉
そ
う
な
こ
と
を
言

い
ま
し
た
が
、
演
出
家
に
な
り
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
は

棚
に
上
げ
て
。
あ
し
か
ら
ず
。

関
東
〈
東
京
〉
扇
田
拓
也

（
紹
介
者
／
前
嶋
の
の
）

　
演
出
家
を
育
成
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
私
は
開
い
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
開
く
な
ら「
美
」

に
関
す
る
内
容
に
出
来
な
い
か
、
と

考
え
ま
す
。

　
演
出
家
の
仕
事
は
、
戯
曲
を
読
解

し
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
戯
曲
を
使
わ
な
く
て
も
良
い

し
、
使
う
な
ら
そ
の
先
の
、
美
意
識

に
照
ら
し
合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
こ
そ

が
、
演
出
効
果
で
あ
り
演
出
家
の
仕

事
で
す
。
そ
こ
で
決
定
的
に
重
要
な

の
は
「
何
を
美
し
い
と
思
う
か
」
で

あ
り
、
具
体
化
す
る
方
法
論
は
、
そ

の
後
で
す
。

　
作
品
に
お
け
る
空
間
構
成
、
台
詞

の
間
合
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
空
気

感
、
何
が
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
、

そ
れ
ら
全
て
に
個
々
人
の
「
美
」
が

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
ど
の
様
な
美
意

識
で
作
品
に
臨
む
の
か
と
い
う
強
い

「
決
意
」
が
必
要
で
す
。
け
れ
ど
も

同
時
に
、
何
を
「
美
」
と
感
じ
る
か

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
全
く
の
自
由
な
の

で
す
。

　
さ
て
、
全
く
の
自
由
な
も
の
を
ど

う
や
っ
て
育
成
す
る
の
か
、
非
常
に

難
し
い
問
題
で
す
。
只
ひ
と
つ
言
え

る
の
は
、
作
品
に
お
い
て
「
何
を
美

し
い
と
思
う
か
」と
同
じ
く
ら
い「
何

16

アンケート【演出者の仕事】

演出家育成のための
ワークショップを開催するとしたら、

あなたはどんな風に
デザインしますか？

俳優向けのスキルアップ講座は多数ありま
すが、演出家（志望者含む）向けの講座は
まだまだ少ないのが現状です。もしあなた
が演出家を養成するワークショップを開催
するとしたら、期間、時間、定員、内容など、
どのように設定するのでしょうか？　開催
経験のない方は自由に想像して、開催経験
のある方は、その時に感じたことや改善し
たい点もあわせてお答えください。また、「そ
のような申し出は断る」ならば、その理由
を教えてください。　　　　　　　(編集部)

17
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を
美
し
く
な
い
と
思
う
か
」
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
自
分
」
と

い
う
生
き
物
の
内
面
と
ト
コ
ト
ン
向

き
合
う
時
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。
自

分
こ
そ
が
世
界
で
あ
り
、
世
界
は
自

分
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
他
者

と
の
出
会
い
は
、
自
分
と
の
出
会
い

で
も
あ
る
の
で
す
。

東
海
〈
愛
知
〉
か
こ
ま
さ
つ
ぐ

（
紹
介
者
／
か
し
や
ま
し
げ
み
つ
）

　
名
古
屋
で
細
々
と
や
っ
と
り
ま
す
。

試
験
管
ベ
ビ
ー
代
表
の
か
こ
ま
さ
つ

ぐ
と
申
し
ま
す
。
演
出
家
を
目
指
す
、

ま
た
は
演
出
を
し
て
み
た
い
と
思
う

我
儘
な
人
間
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
？　
そ
れ
は
置
い
と
い
て
進
め
ま

す
。
小
劇
場
に
お
い
て
、
演
出
を
担

当
す
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
我
流
で
そ

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
、
も
し
く

は
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
誰
に
教
わ
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、
台
本
を
書
き
演
出

し
て
い
ま
す
。

　

お
題
の
演
出
家
育
成
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
で
す
が
。
ま
ず
、

演
出
っ
て
い
い
よ
っ
て
伝
え
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
自
分
が
で
き
な
く
て
も

イ
メ
ー
ジ
と
か
ま
だ
で
き
て
な
く
て

も
「
な
ん
か
、
違
う
ん
だ
よ
な
ー
」

と
か
言
っ
て
い
い
。「
も
う
ち
ょ
っ

と
違
う
の
な
い
の
？
」
と
か
言
っ
て

い
い
。
…
…
と
偉
い
演
出
家
の
人
に

言
っ
て
も
ら
い
た
い
。
僕
は
そ
れ
だ

け
で
も
か
な
り
安
心
し
ま
す
。
本
当

　
期
間
の
前
半
部
分
は
講
義
、
取
材
、

自
己
学
習
の
時
間
と
し
、
特
に
取
材

に
つ
い
て
は
、
自
己
の
想
像
だ
け
で

な
く
、
客
観
性
、
現
実
感
、
そ
れ
ら

が
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
作
品
づ
く

り
を
課
題
と
し
た
い
。

　
作
品
を
決
定
す
る
上
で
は
、
い
く

つ
か
候
補
を
挙
げ
、
作
品
分
析
と
、

期
間
前
半
で
の
研
究
を
活
か
し
、
魅

力
的
な
ア
レ
ン
ジ
が
出
来
そ
う
な
題

材
に
絞
り
込
み
、
演
出
プ
ラ
ン
を

練
っ
て
い
く
。
途
中
経
過
で
の
発
表

と
講
評
。

　
作
品
へ
の
出
演
者
は
出
来
れ
ば
各

チ
ー
ム
ご
と
に
別
途
募
集
し
、
稽
古

時
間
も
た
っ
ぷ
り
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
が
、
そ
こ
は
上
演
時
間
も
含
め

て
可
能
な
限
り
で
良
い
か
と
。
ス

タ
ッ
フ
と
も
良
く
話
し
合
い
、
共
に

作
り
上
げ
る
と
い
う
実
感
を
大
切
に
。

中
国
・
四
国
〈
徳
島
〉
大
木
茂
実

（
紹
介
者
／
丸
山
裕
介
）

　
私
が
演
出
家
を
「
育
成
」
す
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
、「
脚
本

解
釈
」「
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
と

自
身
の
関
係
性
」「
稽
古
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
立
案
」
に
重
点
を
置
い
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
た
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
最
初
に
「
脚
本
解
釈
」
で
す
が
、

こ
れ
は
時
間
効
率
を
考
え
て
短
編
作

品
な
ど
を
使
い
、
解
釈
し
た
こ
と
を

時
間
制
限
を
設
け
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

は
ス
ゲ
ー
面
倒
な
役
者
も
い
る
と
か
、

全
然
、
台
詞
を
入
れ
て
こ
な
い
ヤ
ツ

と
か
、
そ
も
そ
も
稽
古
に
な
か
な
か

来
な
い
と
か
、
悪
い
こ
と
は
言
わ
な

い
で
欲
し
い
。

　
演
出
と
は
な
ん
な
の
か
？　
何
が

で
き
て
、
何
を
し
た
ら
ダ
メ
な
の

か
？　

な
ん
で
も
有
り
な
の
か
？

　
答
え
が
あ
る
な
ら
教
え
て
欲
し
い
。

目
的
や
意
図
、
効
果
や
ス
タ
イ
ル
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
、
演
出
す
る

手
法
を
知
る
た
め
に
は
、
た
っ
た
１

行
の
台
詞
を
何
人
か
の
演
出
家
が
演

出
し
た
、
ま
た
は
し
て
い
る
過
程
を

見
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ら
、
自
分
も
行
っ
て
み
た
い
し
、

や
っ
て
み
た
い
と
。
そ
う
い
う
の
、

も
う
ど
こ
か
で
や
っ
て
い
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
…
。

関
西
〈
京
都
〉
高
橋
圭
司

（
紹
介
者
／
田
中
孝
弥
）

期
間
…
…
１
年
間

定
員
…
…
５
名

内
容
…
…
作
品
の
企
画
発
想
か
ら
、

稽
古
期
間
を
経
て
、
舞
台
機
構
や
ス

タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
の
効
果
を
学
び
、
１

年
後
に
上
演
発
表
を
行
う
。

『
演
出
者
の
ア
レ
ン
ジ
力
』
／
作
家

と
違
い
、
作
品
の
発
想
を
一
か
ら
作

る
訳
で
は
な
い
の
で
、
ア
レ
ン
ジ
に

重
点
が
置
か
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
の

独
創
力
を
磨
く
方
法
を
探
り
ま
す
。

　
ね
ら
い
と
し
て
は
、
作
品
の
整
合

性
が
取
れ
な
い
「
間
違
っ
た
解
釈
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
短
い
時
間
で

速
や
か
に
周
り
に
内
容
を
伝
え
る
事

が
出
来
る
か
を
求
め
ま
す
。
ま
た
他

の
参
加
者
の
様
々
な
解
釈
を
知
る
こ

と
に
も
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
「
ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
と

自
身
の
関
係
性
」
は
、
こ
ち
ら
も
時

間
制
限
を
決
め
て
演
出
家
自
身
が
ど

れ
だ
け
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス
ト
の
事

を
理
解
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
簡
潔

に
述
べ
る
事
が
出
来
る
か
の
確
認

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す(

敢
え
て
ス

タ
ッ
フ
を
先
に
明
記
し
て
い
る
の

は
、 

ス
タ
ッ
フ
を
軽
ん
じ
て
い
る
演

出
家
が
比
較
的
多
く
い
が
ち
だ
か
ら

で
す)

。

　
そ
し
て
上
記
２
点
を
踏
ま
え
、「
稽

古
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
」
を
し
ま
す
。

脚
本
解
釈
を
齟
齬
な
く
行
い
、
ス

タ
ッ
フ
・ 

キ
ャ
ス
ト
一
人
ひ
と
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
そ
れ
を
伝
え
、
稽
古
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
成
す
る
こ
と
で
期
間
内
に
作

品
を
作
り
上
げ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
出
来
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
実
際
に
演
出
経
験
の
あ
る
人
の
み

参
加
可
能
と
し
ま
す
。

九
州
〈
福
岡
〉
五
味
伸
之

（
紹
介
者
／
山
田
恵
理
香
）

【
過
去
企
画
し
た
演
劇
大
学
の
時
の

注
意
点
と
、そ
こ
か
ら
考
え
る
講
座
】

（
1
）
複
数
人
の
演
出
者
が
同
じ
創

作
講
座
を
体
験
し
、
他
の
参
加
者
と

自
分
の
違
い
・
特
性
を
感
じ
る
こ
と
。

（
2
）
1
人
の
作
家
を
テ
ー
マ
に
し
、

参
加
演
出
者
同
士
で
語
り
合
う
言
葉

を
持
つ
こ
と
。

（
3
）
出
演
者
と
し
て
演
劇
未
経
験

者
を
募
集
し
、
幅
広
い
射
程
を
持
っ

た
創
作
方
法
を
目
指
し
て
も
ら
う
。

／
改
善
点
は
、
講
座
で
体
験
し
た
こ

と
を
普
段
の
自
分
の
創
作
に
反
映
さ

せ
て
い
く
環
境
作
り
で
す
。
演
出
者

の
講
座
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

演
出
家
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
、
仕
事

を
生
む
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
演

劇
と
人
々
が
新
た
な
関
係
を
持
つ
こ

と
が
出
来
る
と
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

実
施
期
間
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
実
践

の
現
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
通
し

て
、
戦
略
を
持
つ
こ
と
が
演
出
家
と

し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
広
い
視
点

を
持
つ
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

・
内
容
：
Ａ
→
１
週
間
で
発
表
ま
で

行
う
／
Ｂ
→
Ａ
か
ら
選
別
し
た
2
名

と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
企
画
立
案
＋
実

施・
希
望
期
間
：
Ａ
→
１
週
間
（
最
終

日
発
表
）
／
Ｂ
→
実
践
の
現
場
創
作

の
企
画
立
て
3
か
月

・
講
師
：
Ａ
→
演
出
家
／
Ｂ
→
企
画

者・
定
員
：
Ａ
→
10
名
程
度
／
Ｂ
→
2

名
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話
題
と
な
る
と
ツ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

彼
は
１
９
７
１
年
に
渋
谷
の
小
劇
場
ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン
で
私
、
演
出
の
『
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
』
を
見
て
初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
本
質

に
目
覚
め
た
、
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
後
四
季

に
入
り
俳
優
と
し
て
の
実
績
も
残
し
た
が
、
若

い
内
に
そ
こ
を
飛
び
出
し
、
翻
訳
・
演
出
の
仕

事
に
徹
し
た
の
が
よ
か
っ
た
。
初
期
の
『
真
夜

中
の
パ
ー
テ
ィ
』表
面
華
麗
な
ホ
モ
・
セ
ク
シ
ャ

ル
の
深
い
暗
部
を
照
ら
す
演
出
。
ず
ば
っ
と
飛

ん
で
今
か
ら
数
年
前
、
劇
団
昴
で
の
『
石
棺
』

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
を
扱
っ
た
冷
静
に

し
て
告
発
的
な
演
出
。
こ
れ
が
青
井
の
巾
で
あ

る
。
そ
の
上
彼
は
新
派
の
芸
と
い
う
も
の
に
深

い
関
心
を
抱
き
、そ
の
中
に
浸
る
努
力
を
し
た
。

万
太
郎
の
『
ふ
り
だ
し
た
雪
』
が
そ
の
成
果
で

あ
る
。

　

私
が
『
久
保
田
万
太
郎
』
と
い
う
本
を
出
し

た
時
、
最
先
に
手
紙
を
く
れ
た
の
も
青
井
だ
っ

た
。
熱
烈
な
賞
賛
の
言
葉
が
躍
動
し
て
い
て
驚

い
た
。
次
に
会
っ
た
時
「
あ
れ
、
本
気
？
」
と

聞
い
た
ら
「
勿
論
」
と
答
え
て
に
こ
っ
と
笑
っ

た
。

　

癖
の
あ
る
、一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
奴
だ
が
、

熱
心
で
純
情
な
男
で
も
あ
っ
た
。
面
白
い
人
間

が
又
、
演
劇
界
か
ら
一
人
減
っ
た
。

青
井
さ
ん
と
の
こ
と　
御
笠
ノ
忠
次

　

出
会
い　

ス
ペ
ー
ス
ノ
イ
ド　

若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル　

２
０
０
１　

二
次
審
査　

審
査

員　

八
千
代
台　

出
口
の
な
い
海　

優
秀
賞　

三
月　

最
終
審
査　

下
北
沢　
「
劇
」
小
劇
場

　

童
貞
散
華　

深
夜　

長
電
話　

演
劇
辞
め
る

　

稽
古
場　

見
学　

暗
く
な
る
ま
で
待
っ
て　

高
輪　

演
劇
続
け
る　

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー

ル　

吉
村
八
月　

発
音　

Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｋ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

奨
励
賞　

演
劇
辞
め
る　

童
貞
喪

失　

報
告　

演
劇
続
け
る　

動
物
園
物
語　

歌

舞
伎　

新
派　

宝
塚　

映
画　

朗
読
劇　

翻
訳

　

劇
場　

舞
台
美
術　

音
響　
　

音
楽　

照
明

　

空
間　

鼻
濁
音　

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ　

玉
三
郎　

ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー　

ビ
ー

ル　

ポ
リ
ス　

東
京
ド
ー
ム　

演
劇
辞
め
る　

演
劇
続
け
る　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ　

シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア　

俳
優　

演
出
家　

脚
本
家　

演
劇　

青
井
を
偲
ぶ　
　
　
　
　
　

中
村
哮
夫

　
〈
俺
が
死
ん
だ
ら
、
青
井
が
追
悼
文
を
書
い

て
く
れ
る
だ
ろ
う
〉
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
男

が
先
に
死
ぬ
な
ん
て
、
何
か
間
違
っ
て
い
る
。

腹
が
立
つ
。

　

去
年
秋
の
近
代
劇
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
。
私
の
演

出
し
た
『
な
よ
た
け
』
で
彼
は
大
納
言
、
大
伴

御
行
を
演
じ
て
く
れ
た
。
平
安
朝
の
公
卿
が
よ

く
似
合
っ
た
。
そ
の
ゲ
ネ
プ
ロ
と
初
日
の
間
に

「
歌
舞
伎
の
『
車
引
』
の
時
平
の
よ
う
な
公
家

悪
の
色
を
も
う
少
し
濃
く
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
話
し
合
っ
た
の
が
、
芝
居
に
つ
い

て
立
ち
入
っ
た
会
話
を
し
た
最
後
だ
と
思
う
。

一
緒
に
近
代
劇
の
担
当
を
し
て
長
い
。
あ
れ
程

近
代
劇
の
好
き
な
男
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

お
互
い
に
青
春
を
過
ご
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

演
劇
辞
め
る　

深
夜　

長
電
話　

×　

∞　

「
栄
之
進
、
今
度
演
劇
辞
め
る
っ
て
言
っ
た
ら

…
」　

演
劇
続
け
る　

ソ
フ
ィ
ス
ト
リ
ー　

北

千
住　

演
出
助
手　

初
め
て
の
ギ
ャ
ラ　

結
婚

　

報
告　

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ　

土
屋
さ
ん　

四
人

は
姉
妹　

神
戸　

新
潟　

ス
タ
ン
レ
ー
の
魔
女

　

資
料　

借
り
パ
ク　
「
僕
か
ら
資
料
を
借
り

て
返
さ
な
い
の
は
栄
之
進
と
宮
本
亜
門
だ
け
だ

よ
」　
（
笑
）　

悲
劇
喜
劇　
「
栄
之
進
は　

二
十

世
紀
の
甘
え
ん
坊　

ジ
コ
チ
ュ
ー
な
の
に
自
虐

的　

精
神
病
質　

文
士
的　

日
本
人　

心
は
鬱

で
行
為
は
躁　

無
頼
の
徒
」　
（
笑
）　

若
手
演

出
家
コ
ン
ク
ー
ル　

２
０
０
９　

個
人
的
な
話

　

最
優
秀
賞　

解
散　

報
告　

審
査
員　

震
災

　

石
棺　

北
川
さ
ん　

演
劇
大
学　

旭
川　

近

代
戯
曲　

瞼
の
母　

義
朝
記　

病
院　

僕
の

作
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
芝
居　

ほ
と
ん
ど
の
表
現

　

ほ
と
ん
ど
の
劇
場　

ほ
と
ん
ど
の
場
所
。

　

青
井
さ
ん

　

俺
に
と
っ
て
あ
な
た
は

　

友
で
あ
り

　

演
劇
界
の
母
で
し
た

　　
「
栄
之
進
、
人
は
三
十
代
で
親
を
失
く
し
、

四
十
代
で
友
人
を
失
く
す
も
の
な
ん
だ
よ
」

　

青
井
さ
ん
、
俺
、
三
十
七
っ
す
よ
（
笑
）。

　

あ
の
日
は
涙
が
溢
れ
ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
を

書
い
て
い
る
今
は
笑
み
が
零
れ
て
い
ま
す
。

　

青
井
さ
ん
と
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
。

　

お
や
す
み
な
さ
い
。

　

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

青
井
さ
ん
に
叱
ら
れ
た　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
善
之

　

美
声
の
美
少
年
、
出
演
者
と
し
て
の
青
井
さ

ん
に
出
会
っ
た
の
は
、
竹
村
類
さ
ん
の
構
成
・

演
出
す
る
シ
ョ
ー
だ
っ
た
と
思
う
。
演
出
者
と

し
て
の
彼
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な

か
っ
た
。
彼
に
演
出
者
協
会
入
り
を
勧
め
た
の

は
、
私
の
カ
ン
だ
っ
た
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。

　

さ
い
わ
い
こ
の
カ
ン
は
当
た
っ
て
い
た
よ
う

で
、
協
会
の
理
事
と
し
て
彼
は
皆
に
親
し
み
、

好
か
れ
、
い
い
仕
事
を
し
た
よ
う
で
、
ほ
っ
と

す
る
思
い
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
本
来
の
青
井
陽

治
さ
ん
は
激
し
く
情
熱
的
な
性
格
で
は
な
い
の

か
、
と
、
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
た
。

　

協
会
の
企
画
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
や
る
機

会
が
あ
っ
た
。
青
井
さ
ん
の
組
は
、
青
井
さ
ん

も
出
演
し
て
い
た
。
私
の
組
で
は
、
む
ろ
ん
私

は
出
演
な
ど
し
な
い
。
楽
屋
が
み
な
一
緒
だ
っ

た
。
私
の
組
は
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
陽
気
で
、
一
番

う
る
さ
か
っ
た
の
は
私
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
す
ぐ
次
が
出
番
だ
っ
た
青
井
さ
ん
は
静
か

に
集
中
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

い
つ
も
優
し
い
笑
顔
を
向
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
青
井
さ
ん
が
、
妥
協
の
な
い
厳
し
さ
で
、

私
と
私
の
組
の
出
演
者
た
ち
を
叱
責
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
縮
み
上
が
っ
て
、
廊
下
へ
逃
げ
た
。

　

私
は
こ
れ
を
書
い
て
い
る
い
ま
、
ま
た
協
会

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て
い
る
。実
は
、

そ
の
中
の
あ
る
役
に
、
青
井
さ
ん
を
期
待
し
て

い
た
。
が
、
そ
れ
を
青
井
さ
ん
に
伝
え
る
間
も

な
く
、
彼
の
訃
報
を
聞
い
た
。

　

彼
に
演
じ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
は
、
新
劇

の
名
女
優
が
か
つ
て
演
じ
た
役
だ
。
青
井
さ
ん

が
承
知
さ
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
い

ま
も
す
こ
し
悔
し
い
。

青
井
陽
治
　
代
表
作

ス
ト
レ
ー
ト
・
プ
レ
イ
（
訳
・
演
出
作
品
）

●
『
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
ズ
』

●
『
真
夜
中
の
パ
ー
テ
ィ
』

ニ
ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
の
「
Ｂ
Ｂ
三
部
作
」

●
『
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ビ
ー
チ
回
顧
録
』

●
『
ビ
ロ
ク
シ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
』

●
『
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
バ
ウ
ン
ド
』

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
訳
・
訳
詞
・
演
出
作
品
）

●
『
リ
ト
ル
・
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ホ
ラ
ー
ズ
』

●
『GO

DSPELL

』

●
『42ND STREET

』

●
『HEDW

IG AND THE ANGRY INCH

』

19 18

追悼・青井陽治
翻訳家・演出家として、
演劇界に輝かしい功績を残した青井陽治さんの突然の訃報。
日本演出者協会の理事として、
協会の事業に最後まで情熱を持ち続けた
青井さんへのメッセージを掲載いたします。

2005 年の演出者協会主催の
ワークショップにも指導者と
して来日頂いた、ロジャー・
リーズ氏と一緒に。

（2003 年ニューヨーク）

PARCO 劇場の『ラヴ・レターズ』の際に客席のハートと。
（2016 年 8 月）

Ⓒ加藤幸広
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宮
崎
で
の

上
演
中
止
に
つ
い
て

　
満
場
の
客
席
を
前
に
、
平
身
低
頭
で

上
演
中
止
に
つ
い
て
謝
罪
す
る
幹
部
の

姿
が
新
聞
等
で
公
開
さ
れ
ま
し
た(

※

１)

。
こ
れ
は
、
昨
年
２
月
、
ブ
レ
ヒ
ト

（
１
９
５
６
年
没
）
の
『
三
文
オ
ペ
ラ
』

初
日
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
す
の
で
、

ご
記
憶
の
読
者
は
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
も
こ
の
話
題
に
注
目
さ
れ
た
方
々
が

た
く
さ
ん
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
財
団
か
ら
の
公
式
な
発
表

の
場
合
、
所
属
す
る
劇
団
な
ど
）
の
場

合
は
、
作
品
公
表
後
50
年
。
映
画
が
原

作
の
場
合
は
公
表
後
70
年
で
す
の
で
、

混
乱
の
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
原
作
の
改
変
が
理
由
で
は
な

い
か
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、《
翻
訳
権
・
翻
案
権
（
著
作
権
法

第
27
、
28
条
）》
を
見
て
み
ま
す
。
翻

訳
は
原
作
を
忠
実
に
他
の
言
語
へ
置
き

換
え
る
行
為
。
翻
案
は
大
筋
や
事
件
等

は
取
り
入
れ
ま
す
が
、
地
域
、
時
代
、

人
名
、
風
俗
な
ど
を
上
演
し
よ
う
と
す

る
目
的
に
合
う
よ
う
書
き
換
え
る
行
為

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
権
利
を
有

す
る
の
も
著
作
者
本
人
で
、
他
者
に
よ

る
二
次
的
な
創
作
物
に
対
し
て
も
同
じ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
も
著

作
権
の
内
で
す
か
ら
、
50
年
以
上
経
っ

た
も
の
の
保
護
は
さ
れ
な
い
と
考
え
て

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
続
い
て
、
前
回
も
少
し
触
れ
た
、
著

作
隣
接
権
の
ひ
と
つ
《
著
作
者
人
格
権

（
著
作
権
法
第
59
条
）》
で
は
ど
う
か
と

い
う
と
、改
変
さ
れ
た
新
し
い
作
品
が
、

原
作
者
の
人
格
を
侵
害
し
た
か
否
か
を

問
う
事
は
、
本
人
に
の
み
権
利
が
与
え

ら
れ
て
お
り
譲
渡
も
、
相
続
も
さ
れ
な

い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
条
文
で
あ
る
《
著
作
者
人
格
権

（
著
作
権
法
第
60
条
）》
は
、
こ
こ
ま
で

と
は
異
な
り
著
作
者
本
人
で
は
な
く
、

元
と
な
る
作
品
を
翻
訳
・
翻
案
あ
る
い

は
現
在
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
い
ま
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
記
録
を
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、

権
利
関
係
者
と
の
調
整
が
つ
か
な
か
っ

た
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
回
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事

態
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
《
上
演
権
》
を
中
心
に
そ
の
周

辺
を
概
観
し
、
私
た
ち
演
出
者
が
知
っ

て
お
く
べ
き
諸
権
利
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

何
に
着
目
す
る
か

　
最
初
に
、
読
者
諸
氏
に
お
い
て
は
、

著
作
権
は
50
年
。
と
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
共
有
し
ま
す

　
著
作
権
法
は
附
則
を
含
む
１
２
４
条

か
ら
な
る
法
律
で
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
《
上
演
権
（
著
作
権
法
第
22
条
）》

は
、
文
字
通
り
作
品
を
公
開
で
き
る
権

利
で
、
著
作
者
本
人
に
の
み
是
非
を
決

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
名

ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
変
名
で
発
表

し
た
場
合
、
上
演
権
の
み
な
ら
ず
著
作

権
法
全
て
が
著
作
者
の
生
存
中
＋
没
後

50
年
間
保
護
さ
れ
ま
す
。『
三
文
オ
ペ

ラ
』
の
場
合
、
２
０
０
６
年
に
没
後
50

年
を
迎
え
保
護
期
間
は
終
了
し
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
許
可
を
得
な
く
て
も
上

演
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
尚
、
無
記
名
の
場
合
や
本
人
と
は
推

定
出
来
な
い
変
名
や
団
体
名
（
私
た
ち

は
改
作
し
て
公
表
す
る
立
場
に
あ
る
人

（
ま
た
は
団
体
）
が
対
象
で
す
。
そ
こ

で
は
、
た
と
え
著
作
者
が
故
人
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
人
格
を
侵
害
し
な

い
範
囲
内
で
の
行
動
を
取
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
厳
し
く
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
条
文
に
基
づ
い
て
宮
崎
の

例
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、読
者
は
、

果
た
し
て
ど
ち
ら
の
言
い
分
が
適
当
だ

と
考
え
る
で
し
ょ
う
か
？

著
作
権
は

ほ
ぼ
、
万
国
共
通

　
私
た
ち
が
国
外
作
品
を
上
演
す
る
た

め
に
は
、
国
内
法
は
も
ち
ろ
ん
、
原
作

を
保
護
す
る
国
の
法
規
範
に
も
目
を
向

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
※
２
）

　

著
作
権
法
が
、
国
際
法
と
し
て
横

の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
の
は
１
３
０

年
ほ
ど
前
で
す
。
日
本
で
は
、
明
治

20
（
１
８
８
７
）
年
に
脚
本
楽
譜
条

例
が
で
き
ま
す
が
、
世
界
的
に
は
そ

の
１
年
前
に
ベ
ル
ヌ
条
約
（
※
３
）
が
制

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
へ
の
加
盟
を

目
的
と
し
て
、
明
治
32
（
１
８
９
９
）

年
に
旧
法
を
改
定
、
そ
の
後
更
な
る

改
定
を
重
ね
た
も
の
が
現
在
の
新
著

作
権
法
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
で
、

２
０
０
０
年
以
降
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

適
応
す
る
た
め
の
協
定
や
条
約
の
整
備

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
な
ん
と
な
く
意
識
し
て
い

る
「
著
作
権
は
50
年
」
と
い
う
考
え
方

が
国
際
的
に
も
有
効
で
あ
る
の
は
こ
う

し
た
後
ろ
盾
が
あ
る
か
ら
で
す
が
、
逆

に
こ
の
国
際
法
に
加
盟
し
て
い
な
い
国

が
現
在
で
も
い
く
つ
か
あ
り
、
保
護
期

間
が
国
に
よ
っ
て
は
差
異
が
あ
り
ま
す

（
25
年
等
）
の
で
、
創
作
現
場
で
は
こ

れ
ら
に
留
意
し
て
、
持
て
る
権
利
を
活

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
※
１
）

朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
宮
崎
日
日
新
聞
他
、

２
０
１
６
年
2
月
6
日
掲
載

http://w
w

w
.the-m

iyanichi.co.

jp/kennai/_17149.htm
l

他
。

（
※
２
）

外
国
の
著
作
権
法
を
参
照
す
る
に
は
、CRIC

公

益
社
団
法
人
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.cric.or.jp/db/w

orld/

index.htm
l

が
利
用
出
来
ま
す
。　

（
※
３
）

１
８
８
６
年
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ン
で
制
定
さ
れ
た

著
作
権
に
関
す
る
国
際
的
な
基
本
条
約
。
加
盟

国
は
１
６
９
国
（
２
０
１
６
年
２
月
現
在
）。
非

加
盟
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ラ
ク
・
ス
ー
ダ
ン
等
。

連 載 コ ラ ム　　　　　　　　　　 法 務 部 長 ： 藤 間 健

演 出 者 と 法 律

第二回「舞台創作と上演する権利」

日本演出者協会

facebook はこちら！
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出
版
業
界
全
体
の

発
行
部
数
が
減
っ

て
い
る
中
、
演
劇

関
連
の
出
版
を
な

ぜ
行
う
の
で
し
ょ

う
か
？

劇
喜
劇
』
を
創
刊
し
た
か
っ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
創
業
72

年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、『
悲
劇
喜
劇
』

を
は
じ
め
と
す
る
演
劇
関
連
の
書
籍
を

出
版
す
る
こ
と
は
、
言
わ
ば
早
川
書
房

に
と
っ
て
根
幹
的
な
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
早
川
清
の
両
親
が
歌

舞
伎
、
映
画
、
演
劇
、
寄
席
を
大
変
好

き
で
、
一
人
息
子
だ
っ
た
早
川
清
は
小

さ
い
頃
か
ら
手
を
引
か
れ
て
、
劇
場
通

い
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
創

業
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る

「
演
劇
」
の
分
野
は
、
今
も
変
わ
ら
ず

大
切
に
し
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

創
業
者
の
早
川
清
は
演
劇
好
き
の
青

年
で
し
た
。
家
業
と
し
て
飛
行
機
の
部

品
工
場
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
終

戦
日
の
そ
の
日
に
一
番
望
ん
で
い
た

出
版
社
を
興
す
決
意
を
し
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
故
弊
社
の
創
立
記
念
日
は
、

１
９
４
５
年
の
８
月
15
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。早
川
清
が
何
よ
り
演
劇
雑
誌『
悲

海
外
の
戯
曲
を
扱

う
事
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
？

　

創
業
当
時
、
早
川
清
の
周
り
に
は
、

演
劇
評
論
家
の
方
々
が
一
同
に
集
ま
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
に
は
尾
崎

宏
次
さ
ん
、
倉
橋
健
さ
ん
、
戸
板
康
二

さ
ん
な
ど
が
い
ら
し
て
、
当
時
の
演
劇

界
を
牽
引
し
て
い
た
方
々
で
す
。
ま

た
、
新
劇
の
３
大
劇
団
（
文
学
座
・
民

藝
・
俳
優
座
）
の
方
々
と
の
交
流
も
多

く
、
必
然
的
に
海
外
戯
曲
の
紹
介
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
売
れ
て
い
る

戯
曲
は
ど
の
よ
う

な
戯
曲
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　

ア
ー
サ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
オ
ー
ル
ビ
ー
、
ニ
ー
ル
・
サ
イ
モ

ン
、
ソ
ー
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
は
今

で
も
変
わ
ら
ず
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ト
ム
・
ス
ト
ッ
パ
ー
ド
、
テ
ネ
シ
ー
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、ハ
ロ
ル
ド・ピ
ン
タ
ー

な
ど
も
人
気
で
す
ね
。
ま
た
最
近
は
日

本
人
作
家
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と

強
く
感
じ
ま
す
。
公
演
を
き
っ
か
け
に

し
て
戯
曲
を
読
む
方
も
多
い
の
で
、
公

演
が
か
か
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
に
取
り

や
す
い
価
格
の
戯
曲
文
庫
を
出
版
す
る

意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
作
り

手
の
方
々
か
ら
も
戯
曲
の
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

手
に
入
り
や
す
い
文
庫
だ
か
ら
こ
そ
浸

透
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

出
版
す
る
本
を
選

ぶ
基
準
な
ど
は
あ

る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

国
内
外
問
わ
ず
、
良
質
で
、
優
れ
た
、

後
世
に
残
し
た
い
戯
曲
で
す
。

演
劇
人
に
伝
え
た

い
事
は
あ
り
ま
す

か
？

　

小
説
、
コ
ミ
ッ
ク
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
戯
曲
を
楽
し
む
読
者
が
増
え
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、

優
れ
た
戯
曲
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
欲

し
い
で
す
。
古
典
の
再
演
が
重
ね
ら
れ

る
よ
う
に
、
今
の
劇
作
家
の
も
の
で
こ

の
先
ず
っ
と
再
演
が
続
い
て
い
く
よ
う

な
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
達
も

雑
誌
や
文
庫
の
形
で
残
し
て
い
き
た
い

戯
曲
の
出
版
社
に
突
撃
取
材
！

取
材
先
：
株
式
会
社
早
川
書
房
『
悲
劇
喜
劇
』
編
集
部

演
劇
業
界
と
出
版
業
界
。

親
密
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
交
流
は
あ
ま
り
表
に
見
え
て
こ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
戯
曲
を
出
版
し
て
い
る
出
版
社
へ
直
接
取
材
を
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

Assault Coverage
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と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
『
悲
劇
喜
劇
』
の
誌
面
で
は
毎
号
、

上
演
中
の
注
目
公
演
の
戯
曲
を
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
公
演
時
期
に
刊
行
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
観
客
と
し
て
公
演
を
楽
し
む
方
や
、

演
劇
を
志
す
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
に
、
戯

曲
で
も
作
品
の
世
界
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

演
劇
関
係
者
は
早

川
書
房
さ
ん
に
ど

の
よ
う
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
け
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
？

　

発
表
前
の
公
演
情
報
を
教
え
て
頂
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
先
に
申
し
た
よ
う

に
、
ど
う
し
て
も
公
演
時
期
に
刊
行
を

合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
の
で
、
先
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
よ
り
企
画
を

立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
り
手
の
方
に
は
ど
ん
ど
ん

編
集
部
に
売
り
込
ん
で
き
て
頂
き
た
い

で
す
。
私
た
ち
は
常
に
戯
曲
を
探
し
て

い
ま
す
し
、
戯
曲
を
書
き
ま
せ
ん
か
？

と
当
社
か
ら
も
提
案
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

や
は
り
公
演
に
か
か
る
戯
曲
は
必
然

的
に
読
者
の
方
の
目
に
も
止
ま
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
出
版
の
企
画

が
通
り
や
す
い
で
す
。

村
萬
斎
さ
ん
主
演
の
公
演
と
時
期
が
重

な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
劇
賞
の
試
み
に

つ
い
て

　
『
悲
劇
喜
劇
』
は
劇
評
を
主
と
す
る

演
劇
雑
誌
で
す
が
、「
演
劇
賞
」
と
い

う
形
で
も
、
劇
評
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
設
立
し
ま
し
た
「
ハ

ヤ
カ
ワ
『
悲
劇
喜
劇
』
賞
」
は
、「
選

考
委
員
と
批
評
・
評
論
家
の
劇
評
意
欲

を
最
も
奮
い
立
た
せ
る
」
演
劇
作
品
を

顕
彰
す
る
、
作
品
賞
で
す
。
初
年
は
、

２
０
１
３
年
の
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ

『
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
』、
第
２
回
は
、
２
０
１
４

年
の
二
兎
社
『
鷗
外
の
怪
談
』、
第
3

回
は
２
０
１
５
年
の
さ
い
た
ま
ネ
ク
ス

ト
・
シ
ア
タ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア

タ
ー
の
競
演
の
『
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
』、

第
4
回
は
２
０
１
６
年
の
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ａ
・
Ｍ
Ａ

Ｐ
の
『
キ
ネ
マ
と
恋
人
』
が
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　

選
考
委
員
に
は
、
辻
原
登
さ
ん
、
鹿

島
茂
さ
ん
の
よ
う
な
作
家
や
文
学
者
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
選
考
過
程
は
誌

面
に
て
全
て
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
選

考
基
準
が
「
劇
評
意
欲
を
奮
い
立
た
せ

る
」
作
品
な
の
で
、
白
熱
し
た
選
考
は

毎
回
盛
り
上
が
り
ま
す
。
次
は
、
来
年

　
「
ハ
ヤ
カ
ワ
演
劇
文
庫
」と
い
う
レ
ー

ベ
ル
は
、
現
在
戯
曲
が
41
冊
、
演
劇
に

関
す
る
随
筆
が
１
冊
に
な
り
ま
す
。
戯

曲
に
限
ら
ず
、
演
劇
に
関
わ
る
題
材
を

文
庫
の
形
で
刊
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

優
れ
た
演
劇
書
で
も
現
在
絶
版
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
多
く
、
改
め
て
紹
介
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
夏
刊
行
し
ま
し
た
嵐

圭
史
さ
ん
の『
知
盛
の
声
が
き
こ
え
る
』

は
、
嵐
さ
ん
が
主
演
し
続
け
ら
れ
た
木

下
順
二
の
名
作
『
子
午
線
の
祀
り
』
の

戯
曲
論
な
の
で
す
が
、
91
年
に
弊
社
か

ら
刊
行
し
て
い
た
も
の
を
文
庫
の
形
で

復
刊
し
ま
し
た
。
戯
曲
を
読
み
解
く
作

業
、
呼
吸
法
や
せ
り
ふ
術
の
追
求
も
さ

れ
て
い
る
名
著
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
の
野

１
月
に
第
5
回
目
の
賞
の
選
考
会
が
あ

り
ま
す
が
、
２
０
１
７
年
の
受
賞
作
品

が
何
に
決
ま
る
の
か
、
私
た
ち
も
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
『
Ｄ
』
を

ご
覧
の
皆
様
に
、

一
言
お
願
い
し
ま

す
　
『
悲
劇
喜
劇
』
の
誌
面
で
は
、
劇
作

家
や
演
出
家
や
俳
優
な
ど
作
り
手
の
考

え
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
劇

評
家
の
意
見
を
聞
け
る
、
交
流
の
場
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

演
劇
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
読
者
に

は
、
他
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
一

歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
だ
劇
評
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
元

来
芸
術
が
好
き
な
日
本
人
で
す
の
で
、

総
合
芸
術
で
あ
る
演
劇
に
触
れ
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
演
劇
の
楽
し
み
を
伝
え
る

役
目
を
自
覚
し
、
手
段
を
模
索
し
て
い

き
ま
す
。

　

演
劇
の
敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
い
る

方
は
、
是
非
早
川
書
房
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
な
る
ほ
道
化
」と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
演
劇
に
関
す
る
面
白
ネ
タ
や
知
識

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
『
悲
劇
喜
劇
』
で
は
、
よ
り

特
集
を
強
化
し
て
い
ま
す
。「
落
語
と

演
劇
」
号
で
柳
家
喬
太
郎
さ
ん
な
ど
噺

家
の
方
々
に
、「
チ
ェ
ー
ホ
フ
」
号
で

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
や
池
澤
夏
樹

さ
ん
な
ど
の
作
家
の
方
々
に
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、「
演
劇
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
ア
ー
サ
ー
・
ミ

ラ
ー
」
特
集
な
ど
を
組
み
ま
し
た
が
、

演
劇
界
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
方
々
と
ご
一
緒
す
る
こ
と
で
見
え

て
く
る
「
演
劇
」
の
新
し
い
一
面
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
他
で
は

読
む
こ
と
の
で
き
な
い
挑
戦
的
な
企
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悲
劇
喜
劇
の
最
新
号

・『
悲
劇
喜
劇
』
２
０
１
７
年
1
月
号

・
12
／
７
発
売

・
定
価
１
４
４
５
円

・
内
容
：
演
劇
と
経
済
の
関
係
を
探
る

（
特
集
＝
演
劇
経
済
学
）
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中
村
暢
明
（
な
か
む
ら　
の
ぶ
あ
き
）

シ
ア
タ
ー
カ
ン
パ
ニ
ーJACRO

W

代
表
・
脚
本
家
・
演
出
家
。
横
浜
国

立
大
学
在
学
中
に
演
劇
に
目
覚
め
、
演

者
と
し
て
活
動
。
卒
業
と
同
時
に
演

劇
を
辞
め
る
が
、
９
年
後
の
33
歳
の
と

き
、
な
ぜ
か
演
劇
の
虫
が
騒
ぎ
始
め
劇

団JACRO
W

を
ひ
と
り
で
立
ち
上

げ
る
。
そ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い

脚
本
・
演
出
を
自
ら
す
る
よ
う
に
。
以

来
16
年
間
、「
大
人
の
小
劇
場
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
現

在
は
社
会
派
に
こ
だ
わ
っ
た
テ
ー
マ
を

扱
い
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
と
こ
と
ん
追
求

し
た
緊
張
感
の
あ
る
舞
台
作
り
を
得
意

と
し
て
い
る
。
一
方
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
の
顔
も
併
せ
持
つ
異
色
の
演
劇

人
で
あ
る
。
サ
ン
モ
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
年

間
最
優
秀
団
体
賞
。
鶴
屋
南
北
戯
曲
賞

ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
テ
ア
ト
ロ
新
人
戯
曲
賞
。

若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
。

山
下
キ
ス
コ
（
や
ま
し
た　
き
す
こ
）

１
９
８
４
年
、
福
岡
生
ま
れ
福
岡
育

ち
。
小
学
生
の
時
に
母
に
連
れ
ら
れ
て

観
た
市
民
劇
場
の
舞
台
で
演
劇
に
魅
了

さ
れ
る
。
２
０
０
７
年
に
福
岡
市
を
拠

点
に
活
動
を
開
始
。
女
2
人
で
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
作
品
を
上
演
す
る
「
演
玩

カ
ミ
シ
モ
」
に
て
、
劇
作
の
一
部
と
出

演
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、「
表
現
ユ
ニ
ッ

ト01:17

」
に
て
劇
作
、
演
出
も
行
い
、

ゆ
る
ゆ
る
と
活
動
中
。
今
ま
で
に
書
い

て
上
演
し
た
作
品
の
中
で
特
に
気
に

入
っ
て
い
る
の
は『
彼
女
ⅲ（
か
ん
じ
ょ

さ
ん
）』。
興
味
の
あ
る
人
や
作
品
に
は

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
参
加
し
て
い
っ
て

い
る
。

釘
本
光
（
く
ぎ
も
と　
ひ
か
り
）

HO
TSKY

主
宰
。
高
校
の
部
活
動
で

演
劇
を
始
め
、
地
元
北
九
州
で
俳
優
と

し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
上
京
＆
就
職

に
よ
り
引
退
…
…
の
は
ず
が
、
二
児
の

母
と
な
っ
た
１
９
９
８
年
、
何
故
か

HO
TSKY

を
旗
揚
げ
。
劇
作
・
演
出

も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至

る
。
演
出
作
品
に
、HO

TSKY

公
演

の
他
、
海
峡
演
劇
祭
２
０
１
１
参
加
作

品
『
冬
の
兵
士
』、
同
２
０
１
６
プ
レ

企
画『
と
き
の
も
の
さ
し
』、髭
鶴
亀『
大

風
呂
敷
』
内
『
大
迷
惑
』
な
ど
。
街
中

の
温
室
や
、
屋
上
の
カ
フ
ェ
、
小
学
校

の
体
育
館
な
ど
、
場
所
に
こ
だ
わ
っ
た

借
景
芝
居
を
多
く
上
演
し
て
き
た
。
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
新
参
者
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
和
重
（
い
と
う　
か
ず
し
げ
）

伊
藤
和
重
で
す
。
１
９
６
７
年
６
月

23
日
生
ま
れ
。IN

 EASY M
O

TIO
N

主
宰
。
脚
本
家
、
演
出
家
、
俳
優
。
年

間
4
本
の
ペ
ー
ス
で
公
演
。
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｃ
Ｏ
、
野
村
宏
伸
、
河
合
美
智
子
、
塩

野
谷
正
幸
、
プ
リ
ン
プ
リ
ン
田
中
章
な

ど
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
多
才
な
ゲ

ス
ト
を
迎
え
、
演
劇
の
可
能
性
を
探
り

続
け
て
お
り
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は

脚
本
・
監
督
し
た
短
編
映
画
が
黒
澤
明

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
て
、
世
界
ベ
ス
ト
19
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
６
年
１
月
に
東
松
原

ブ
ロ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
公
演
し
た
作

品
（『
寒
が
り
ス
ト
リ
ッ
パ
ー
』
脚
本・

出
演
。
演
出
：
椙
本
滋
）
が
今
年
の
11

月
に
映
画
化
。
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
予
定
で

す
。

扇
田
拓
也
（
せ
ん
だ　
た
く
や
）

１
９
７
６
年
、
東
京
都
出
身
。
日
本
大

学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
に
在
学
中
の
96

年
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
五
千
回
を
旗
揚
げ
。

以
降
、
全
32
作
品
に
お
い
て
構
成･

演

出
を
担
当
。
近
年
は
、
て
が
み
座
を
は

じ
め
、
か
も
ね
ぎ
シ
ョ
ッ
ト
、
ハ
イ
リ

ン
ド
、
趣
向
、
オ
フ
ィ
ス
コ
ッ
ト
ー
ネ

な
ど
、
外
部
へ
の
演
出
を
積
極
的
に
行

う
。
ま
た
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
主
催
の
舞
台
技
術
者
養
成
講
座
の

演
出
講
師
、
県
立
川
崎
高
校
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
４
年
間
「
演
劇
」
の
授
業
、

不
定
期
に
俳
優
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

う
。
主
な
作
品
と
し
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

五
千
回
『
ハ
メ
ツ
ノ
ニ
ワ
』、
て
が
み

座
『
乱
歩
の
恋
文
』『
空
の
ハ
モ
ニ
カ
』

『
燦
々
』、
名
取
事
務
所
『
エ
レ
フ
ァ
ン

ト
・
ソ
ン
グ
』、
日
生
劇
場
『
ム
ー
ミ

ン
谷
の
夏
ま
つ
り
』
が
あ
る
。
樹
木
と

砂
と
銭
湯
が
好
き
。

坂
俊
一
（
ば
ん　
し
ゅ
ん
い
ち
）

１
９
５
０
年
、
京
都
市
生
ま
れ
、
大
阪

外
国
語
大
学
ロ
シ
ア
語
科
中
退
の
後
、

文
学
座
の
付
属
研
究
所
を
卒
業
、
各
小

劇
団
に
て
客
演
。
葛
飾
区
で
は
平
成
16

年
３
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
葛
飾
区
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
マ
リ
ア
先
生
と
子
供

た
ち
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
の
演
出
も
手
懸

け
る
。
出
演
作
品
と
し
て
は
、
劇
団
の

代
表
作
で
受
験
問
題
を
取
り
上
げ
た

『
不
合
格
』
や
プ
ロ
野
球
の
ス
カ
ウ
ト

を
主
人
公
に
し
た
『
ス
カ
ウ
ト
』、
さ

ら
に
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
提
携
し
て
世

界
で
初
め
て
Ｃ
Ｇ
と
舞
台
を
ド
ッ
キ

ン
グ
さ
せ
た
『
カ
オ
リ
』
な
ど
が
あ

る
。
映
像
の
方
に
お
い
て
は
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
『
ナ
ニ
ワ
金
融
道
』
の
猫
田
役
や

２
０
０
９
年
秋
公
開
の
角
川
映
画
『
沈

ま
ぬ
太
陽
』
の
日
航
機
墜
落
事
故
被
害

者
の
父
親
役
（
田
中
淳
次
）、
最
近
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
高
橋
是
清
』
に
て

第
６
代
日
銀
総
裁
役
「
松
尾
臣
善
」
な

ど
が
代
表
作
と
し
て
あ
る
他
、
Ｃ
Ｍ
に

お
い
て
も
江
角
マ
キ
コ
と
の
「
森
永
ポ

テ
ロ
ン
グ
」
や
「
Ｅ
ト
レ
ー
ド
証
券
」

な
ど
が
あ
る
。

2223

新人会員紹介

2017 年 9 月現在

（希望者のみ掲載）
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『
無
名
稿
あ
ま
が
さ
』
が
應
典
院
舞
台

芸
術
大
祭space

×dram
a2015

で
優
秀
劇
団
に
選
出
さ
れ
る
。
現
在
、

年
間
３
本
の
本
公
演
を
行
う
な
ど
精
力

的
に
活
動
。
今
年
２
月
、
日
本
演
出
者

協
会
主
催
「
近
代
戯
曲
を
読
む
」
に

て
演
出
を
担
当
。
６
月
に
は
関
西
で

唯
一
、
平
成
29
年
度
次
世
代
応
援
企

画break a leg

（
於
：AI

・HALL

）

に
参
加
。
そ
の
際
上
演
し
た
作
品
『
無

名
稿 

侵
入
者
』
で
は
演
出
・
主
役
を

務
め
る
。
文
部
科
学
省
認
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
了
生
。
中
高
一
種
教
員
免
許
取
得
。

朝
深
大
介
（
あ
さ
み　
だ
い
す
け
）

私
は
コ
メ
デ
ィ
を
中
心
に
演
出
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
役
者
を
や
っ
て
い
た
時

は
な
ん
で
も
演
じ
ま
し
た
が
、
コ
メ

デ
ィ
に
は
人
の
心
を
よ
り
揺
さ
ぶ
る
生

命
力
が
あ
る
と
思
い
、
歳
が
行
く
に
つ

れ
て
笑
う
芝
居
に
ど
ん
ど
ん
シ
フ
ト
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
洋
の

東
西
を
問
わ
ぬ
古
典
や
、
社
会
派
の
芝

居
、
風
刺
劇
や
悲
劇
の
素
晴
ら
し
さ
も

理
解
は
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
、

コ
メ
デ
ィ
の
未
知
な
る
可
能
性
に
ど
う

し
て
も
心
が
動
く
50
歳
で
す
。
故
中
島

ら
も
氏
が
「
悲
劇
は
現
実
だ
け
で
い
い
、

人
を
笑
わ
せ
て
元
気
に
し
た
い
」
と

言
っ
た
言
葉
が
段
々
自
分
の
身
に
沁
み
、

今
で
は
自
身
の
信
念
と
し
て
浸
透
し
て

い
る
感
じ
で
す
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
歴

史
あ
る
協
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

し
ま
よ
し
み
ち

今
年
55
年
目
を
迎
え
る
大
阪
の
老
舗
劇

団
「
劇
団
未
来
」
に
２
０
０
１
年
に
入

団
。
創
立
よ
り
代
表
を
務
め
る
森
本
景

文
の
も
と
で
、
主
に
俳
優
と
し
て
活

動
、
ほ
ぼ
毎
年
計
23
本
の
作
品
に
出
演
。

２
０
１
３
年
よ
り
演
出
も
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
開
催
さ
れ
た

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

「
韓
国
特
集
」
が
、
劇
団
未
来
ワ
ー
ク

ス
タ
ジ
オ
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
契
機
に
、
よ
り
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
本
協
会
へ
の
入
会

を
依
願
。
豊
か
な
才
能
の
溢
れ
る
多
く

の
方
々
の
会
員
名
簿
を
拝
見
し
、
か
な

り
怖
気
づ
い
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り

多
く
の
方
々
と
そ
の
舞
台
に
触
れ
る
こ

と
で
、
私
自
身
の
更
な
る
一
歩
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
谷
和
代
（
な
か
た
に　
か
ず
よ
）

京
都
の
劇
団
、
ソ
ノ
ノ
チ
代
表
。
演
出

家
・
劇
作
家
。
劇
団
で
の
本
公
演
の
ほ

か
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
市
民
劇
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
演
出
も
手
が
け
る
。

劇
作
の
他
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
活
動
。
２
０
１
２
年
頃
か
ら
演
劇

教
育
に
も
興
味
を
も
ち
、
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
効
果
測
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
画
や
、
高
校
・
大
学
の
講
師
業

な
ど
を
通
し
て
、
人
材
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
２
０
１
４
年
よ
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
京
都
舞
台
芸
術
協
会
理
事
に
就

任
。
近
年
の
主
な
演
出
作
品
は
、
滋
賀

県
次
世
代
育
成
ユ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
事

業
『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

銀
河
鉄
道
の
夜
』。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
ロ
ン
グ
ラ

ン
公
演
「
２
人
の
『
つ
な
が
せ
の
ひ

び
』」。
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
び
わ

湖
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
『
伊
吹
の
森 

動
物

の
謝
肉
祭
』
な
ど
。

吉
田
康
一
（
よ
し
だ　
こ
う
い
ち
）

「Antikam
e?

」
主
宰
。
作
・
演
出
。

他
人
や
現
代
と
う
ま
く
馴
染
め
な
い

人
々
の
心
の
機
微
を
、
シ
ン
プ
ル
な
せ

り
ふ
と
ス
ト
イ
ッ
ク
な
演
出
で
描
き
、

観
客
の
感
受
性
と
想
像
力
を
刺
激
す
る

豊
か
な
演
劇
表
現
を
追
求
し
て
い
る
。

人
が
人
を
求
め
て
し
ま
う
寂
し
さ
を
、

こ
と
ば
と
し
て
救
い
出
そ
う
と
す
る
よ

う
な
、
ヒ
ト
の
抱
え
る
孤
独
に
寄
り
添

う
物
語
を
志
向
す
る
。
音
楽
と
サ
ウ
ン

ド
と
共
に
雑
音
が
敵
に
な
る
ほ
ど
劇
的

な
静
寂
も
流
れ
、「Antikam

e?

」
独

特
の
時
間
流
を
劇
場
に
た
ゆ
た
う
演
劇

体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
と
ば
の
響

き
と
サ
ウ
ン
ド
の
響
き
と
沈
黙
の
響
き

に
は
、
固
有
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

有
る
劇
体
験
、
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
劇
空
間
だ
か
ら
こ
そ
の
可
能
ご
と

の
体
験
た
ち
と
出
会
え
る
瞬
間
を
つ
ね

に
目
指
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。
外

部
演
出
も
最
近
は
じ
め
ま
し
た
。

わ
か
ぎ
ゑ
ふ

去
年
の
あ
る
日
、
演
出
者
協
会
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
、
帰
り
に
打
ち
上

げ
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
菊
川

先
生
と
腕
を
組
ん
で
歩
い
て
い
た
ら

「
ゑ
ふ
さ
ん
、
演
出
者
協
会
に
入
っ
て

な
い
の
？
」と
聞
か
れ
ま
し
た
。「
だ
っ

て
、
劇
作
家
協
会
に
入
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
両
方
は
入
ら
れ
へ
ん
の
で
し
ょ

う
？
」
と
返
事
し
た
ら
「
そ
ん
な
こ
と

あ
る
か
い
な
、
流
山
児
と
か
み
ん
な

入
っ
て
る
で
」
と
の
お
言
葉
。
ふ
ー
ん

…
ど
っ
ち
も
入
れ
る
ん
や
。
っ
て
い
う

か
、
ど
っ
ち
に
も
入
り
た
く
な
か
っ
た

ん
け
ど
、
劇
作
家
協
会
に
鴻
上
と
渡
辺

え
り
さ
ん
に
巻
き
込
ま
れ
て
入
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
っ
そ
毒
食
わ
ば

皿
ま
で
な
の
か
？　
と
い
う
よ
う
な
経

緯
で
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う

も
群
れ
か
ら
外
れ
が
ち
な
性
質
で
す
の

で
、
お
役
に
立
て
る
の
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
私
に
出
来
る
事
が
あ
っ

た
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
原
夏
海
（
し
ま
ば
ら　
な
つ
み
）

１
９
８
９
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
卒
。
無
名
劇

団
座
長
、
演
出
・
役
者
。
15
歳
で
同
劇

団
に
入
団
、
以
降
役
者
と
し
て
活
動
し
、

２
０
１
４
年
に
二
代
目
の
座
長
と
し
て

就
任
、
以
降
公
演
で
は
演
出
も
兼
ね
る
。

自
身
が
初
め
て
演
出
を
務
め
た
作
品

23

秋
山
昇
　
塚
田
一
彦
　
田
中
裕
也
　
能
村
陽
子
　

宮
下
省
死
　
良
川
正
美
　
清
水
友
陽
　
岡
田
枝
璃

北
川
伸
　
青
井
陽
治
　
粟
田
倘
右

退
会

訃
報
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事務局を紹介します !
日本演出者協会

日本演出者協会の事務所は、東京都西新宿の芸能花

伝舎内にあります。

都内近郊の協会員に限らず、地方在住の協会員が上

京した際に立ち寄る姿もしばしば見られます。

事務局では、様々な協会事業の情報提供、助成金や

文化庁新進芸術家海外研修のご相談なども行ってい

ますので、気軽に足を運んでみてください！ 芸能花伝舎は、
廃校を利用した
芸能文化の拠点となる施設です！

１階のロビーです。ロビーの隣には休憩スペースもありますよ。

階段を上り、3階へ。
この扉を開けると…

私たちが
お待ちしています！

駐車場
あります！

30 分まで無料／ 6時間まで 500円／ 6時間以上 1,000 円
１階ロビー受付にて申請してください。（2017 年 10月現在）

24

‡
編
集
後
記

▼
大
正
時
代
を
舞
台
に
し
た
作
品
の
稽

古
中
。
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も
な
か
っ

た
時
代
、
今
の
私
た
ち
よ
り
も
人
々
の

心
が
豊
か
な
気
が
す
る
の
は
何
故
だ
ろ

う
。
便
利
な
時
代
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

心
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
頃
。　
　
　
　
（
秋
葉
由
美
子
）

▼
永
曾
信
夫
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
故
千

田
是
也
氏
が
創
っ
た
俳
優
座
養
成
所
の

２
期
生
で
教
え
て
も
お
ら
れ
た
。
卒
業

生
８
割
が
プ
ロ
俳
優
に
な
っ
た
奇
跡
の

養
成
所
。
現
在
の
演
劇
系
大
学
の
卒
業

生
数
は
多
い
が
プ
ロ
俳
優
は
２
割
も
い

な
い
。
合
掌
。　
　
　
　
　
（
篠
﨑
光
正
）

▼
対
談
し
て
く
れ
た
お
２
人
と
ホ
ン
ト

は
も
っ
と
ど
う
で
も
い
い
話
も
た
く
さ

ん
し
た
か
っ
た
…
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
三
谷
麻
里
子
）

▼
い
つ
ま
で
も
若
手
の
つ
も
り
が
、
気

づ
け
ば
20
歳
く
ら
い
年
下
の
俳
優
と
ご

一
緒
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
時
間
の

残
酷
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

「
演
出
の
仕
事
」
の
面
白
さ
を
次
に
渡
し

て
い
く
こ
と
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
か

な
い
と
な
あ
!!　
　
　
　
（
緑
川
憲
仁
）

▼
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た
か
ら
こ
そ
、

新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
勢
い
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桒
原
秀
一
）

▼
今
号
で
は
取
材
が
多
く
、
と
て
も
刺

激
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
部
員
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
良
い
原
稿
が
書
け
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
（
藤
間
健
）


